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第４８回平成２４年１２月与謝野町議会定例会会議録（第８号） 

 

招集年月日 平成２４年１月２２日 

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午後４時５２分 延会 

招集の場所 与謝野町議会会議場 

 

１．出席議員 

       １番  野 村 生 八      １０番  山 添 藤 真 
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       ５番  塩 見   晋      １４番  糸 井 滿 雄 

       ６番  宮 﨑 有 平      １５番  勢 旗   毅 

       ７番  伊 藤 幸 男      １６番  谷 口 忠 弘 

       ８番  浪 江 郁 雄      １７番  今 田 博 文 

       ９番  家 城   功      １８番  赤 松 孝 一 

 

２．欠席議員（なし） 

        

３．職務のため議場に出席した者 

      議会事務局長    秋山  誠    書 記    土田 安子 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者 

      町    長    太田 貴美    代表監査委員    足立 正人 

      副 町 長    堀口 卓也    教 育 長    垣中  均 

      企画財政課長    浪江  学    教育委員長    白杉 直久 

      総 務 課 長    奥野  稔    商工観光課長    長島 栄作 

      岩滝地域振興課長    中上 敏朗    農 林 課 長    永島 洋視 

      野田川地域振興課長    浪江 昭人    教育推進課長    小池 信助 

      加悦地域振興課長    森岡 克成    教 育 次 長    和田  茂 

      税 務 課 長    植田 弘志    下水道課長    西村 良久 

      住民環境課長    朝倉  進    水 道 課 長    吉田 達雄 

      会 計 室 長    飯澤嘉代子    保 健 課 長    泉谷 貞行 

      建 設 課 長    西原 正樹    福 祉 課 長    佐賀 義之 
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５．議事日程 

  日程第 １ 議案第１１４号  第１次与謝野町総合計画の後期基本計画を定めることについて 

        （平成２４年）                            （質疑） 
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６．議事の経過 

（開会 午前 ９時３０分） 

議  長（赤松孝一） 皆さん、おはようございます。 

ただいまの出席議員は１８人であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会議

を開きます。 

開会に当たりまして、大変不幸なニュースが飛び込んでまいりまして、アルジェリアで同じ日

本の方がお亡くなりになったと、本当に傷まして事故でございます。外国で一生懸命に頑張って

おられます皆さんに弔意を表して３０秒間、黙祷をささげたいと思いますので、皆様、よろしく

お願いいたします。 

黙祷。 

ありがとうございました。黙祷を終わります。 

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。 

日程第１ 議案第１１４号 第１次与謝野町総合計画の後期基本計画を定めることについてを

議題とします。 

ここで、町長より発言がございますので、町長の発言を許します。 

太田町長。 

町  長（太田貴美） 皆さん、おはようございます。 

議案第１１４号 第１次与謝野町総合計画の後期基本計画を定めることについてのご審議の前

に、まことに申しわけないんですけれども、私のほうから議案の訂正についてお願いをさせてい

ただきます。 

本議案につきましては、別冊として後期基本計画（案）を提出させていただいており、それぞ

れの常任委員会で、その内容等についてご説明をさせていただき、ご意見等をお聞かせいただい

たところでございます。このご意見等を持ち帰って内部で再度検討した結果、本日配付の議案書

訂正事項のとおり、７カ所の訂正をお願いしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

まず、３７ページ、施策方針（２）地域医療の充実につきまして、「小児科、産婦人科をはじ

め」を、「小児科、産婦人科、脳神経外科をはじめ」に一部追加をお願いいたします。 

次に、６７ページの施策方針（２）の地域に密着した商業の活性化につきまして、「買い物難

民」を「買い物弱者」に訂正をお願いいたします。 

次に、６９ページ、パートナーシップで取り組む施策のプログラム、地域に密着した商業の活

性化の公助（为要事業）の欄も同様に「買い物難民」を「買い物弱者」に訂正をお願いいたしま

す。 

次に、１１３ページ、施策方針４の消防防災体制の強化につきまして、「住民の災害に対する

意識の高揚を図るとともに」を、「減災に対する啓発活動に努め、住民の災害に対する意識の高

揚を図るとともに」ということで一部追加をお願いいたします。 

次に、１２９ページ、施策方針（３）安全で快適な道づくりにつきまして、「高齢化した橋

梁」を「老朽化した橋梁」に訂正をお願いいたします。 

次に、１４１ページ、現状と課題につきまして、「経営基盤の安定化を図るため簡易水道の上
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水道への統合を進め、効率的な体制を確立する必要があります」を、「効率的な運営体制を確立

するため簡易水道の上水道への統合を進める必要があります」というふうに訂正をお願いいたし

ます。 

最後に、１６１ページ、パートナーシップで取り組む施策プログラム、教育内容の充実の公助

の欄に、小中連携の積極的な推進の追加をお願いいたします。 

以上、７カ所、よろしくご審議いただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

ページ数が間違っているところがありまして、６５ページの間違いで、地域に密着した商業の

活性化について「買い物難民」を「買い物弱者」ということで、私どうも６７ページと言ったよ

うですので、６５ページでございます。申しわけございません。 

以上、訂正箇所についての説明をさせていただきました。よろしくご審議いただき、ご承認い

ただきますよう、よろしくお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） ただいま太田町長より議案第１１４号に対します一部議案の訂正事項がございま

したが、この件に関しましてご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） 異議なしと認めます。 

それでは、本案について、既に提案理由の説明は終わっておりますので、直ちに質疑に入りま

す。 

質疑はありませんか。 

１番、野村議員。 

１  番（野村生八） おはようございます。 

それでは、総合計画の後期基本計画について質問をさせていただきます。 

まず、企画財政課長に質問します。与謝野町の初めての総合計画、そして、前期の基本計画に

ついては、住民自身の取り組みによってつくられたというのが非常に大きな当町の特徴の一つで

あったろうというふうに思っています。 

今回の後期基本計画についても住民からの意見の聴取、あるいは住民参加、こういう問題がど

うなっていたのかということについてお聞きします。ここに書いてある内容では、アンケートだ

とか、パブリックコメント、また、住民団体からも意見も聞いたというふうなことが書かれてい

ます。それらも含めて住民参加で作成したという面については、どのような取り組みがされてい

るのか、お聞きします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） おはようございます。 

本日は、よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

ただいまのご質問につきまして、お答えをさせていただきます。配付をさせていただいており

ます資料の一番末尾になろうかと思いますけれども、後期基本計画策定経過というものを簡単に

一覧でまとめて添付をさせていただいております。ここに平成２３年１０月３１日に総合計画審

議会をお世話になりまして以降の経過を添付させていただいております。この中でまちづくりア

ンケートを町民の皆さんに配布をいたしまして、そのご意見を反映をさせていただいたという経

過がございます。また、その下側、平成２４年になりましてから総合計画の審議会、あるいは部
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会が三つございまして、この部会での熱心な審議をお世話になり、いたしております。部会につ

きましては、ここに地域振興部会、それから、教育・福祉・環境部会、産業・建設部会の三つの

部会について、ご審議をお世話になりました回数等も記載をさせていただいているということで

ございまして、この中で部会の委員さん方、そして、それぞれの担当課の職員、交えましてご議

論をいただいたという経過でございます。 

また、中ほどにございますように団体懇談会といたしまして、地域振興関係で７団体、また、

産業関係で３団体、お越しをいただきまして、まちづくりに関する課題についてご意見を頂戴を

したという経過でございます。このようにまちづくりアンケートや、それから、審議会の部会を

中心とした運営、あるいは団体懇談会、これらを通じましてコンサル等の専門家に委託するので

はなくて、住民の皆さんと職員が手づくりで、今回の後期基本計画の策定作業を進めさせていた

だいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 引き続き、そういう住民自身の手による手づくり、そして、今後も、そういう力

によってまちづくりが推進されていく、そういう総合計画の基本姿勢かなというふうに思ってい

ます。 

もう一度、聞きたいのが、地域振興部会についてですが、このメンバーについてお聞きをいた

します。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 地域振興部会についての、委員の構成についてお尋ねでございます。地域振

興部会につきましては、各３地域からお１人ずつ区長さんの代表に出ていただいております。そ

の区長代表がお１人、それから、消防委員の委員長をお世話になっております委員さん、失礼し

ました、区長会からは２名の代表区長さんにお入りをいただいております。 

それから、女性代表の委員さん、それから、３地域からお世話になりました、ご推薦をいただ

いてお世話になりました委員さんが２名、それから、ＮＰＯの選出の委員さん、これから７名で

構成をしていただいております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） はい、わかりました。次に、商工観光課長にお聞きをいたします。前期基本計画

の大きな産業の柱であった中小企業振興基本条例が策定、昨年、制定がされました。大きな、こ

れによって当町の産業施策が、前進が期待をされます。一つは、この計画ができたことによって

前期と後期との違いですね、これらの点について産業振興課長としては、どのように受けとめら

れているのか、まず、お聞きします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。施策方針でいきますと、６５ページの部分で中小企業の振興

と循環型経済の構築ということでうたわせていただいておりまして、この中で町ぐるみで中小企

業の振興と地域循環型経済の構築を図っていくという部分でうたっております。また、それぞれ

各分野でも、この地域循環型、また、町ぐるみでという部分で地域経済の活性化に向けた取り組

みを進めていきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 
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１  番（野村生八） この条例は、理念をうたった理念型の条例ということで、今回、総合計画をつく

るに当たって、この理念が各課に十分、より一層受け入れられて、そして、反映されていくとい

うことが非常に大事だというふうに思っています。庁舎内での、なかなか全町民にというのも一

遍には、なかなかいきにくいんですが、尐なくとも庁舎内での、こういう取り組みというのは、

率先して取り組んでいただく必要があるだろうというふうに思っています。そういう立場で、今

回、この総合計画の後期基本計画をつくるに当たって全課の中での受けとめの内容、あるいは、

そういう中での変化等々、ありましたらお聞きをしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。まちづくり本部会の中でも年度前半の部分で、この中小企業

振興基本条例の制定についての議題を提案をさせていただきました。また、それぞれの課で備品

ですとか、それから、消耗品等の購入等につきましても、それぞれ意識を持っていただきまして、

購入等に町内の業者の配慮、また、それらの意識を持った取り組みを進めていただいておりまし

て、ただ、課のほうといたしましては、こういうことでという、尐しマニュアル的なものが、ま

だ、できていない部分もございまして、その部分では今後、取り組みを進めたいというふうに思

っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 今後の取り組みの中で一層、この条例の理念が普及するよう先頭に立って頑張っ

ていただきたいというふうに思っています。それで、この条例の、私は一番大きな、あるいは期

待しているところが、町の産業施策について、産業振興会議で議論をして、そして、具体化して

いくという、この条例の中に盛り込まれた、この理念ですね、これに大変期待をしています。そ

れで、先ほどお聞きしました中の団体の意見を聞かれた中にも入ってませんし、それから、その

後のいろんな中でも、ちょっと多分入ってないのではないかと思えるのでお聞きするんですが、

この総合計画の産業部門について、産業振興会議では、どのように議論がされて、その議論の内

容が、どのように、この中に反映される、そういう仕組みが今までなかったわけですから、今回、

改めて、そういう仕組みづくりが、総合計画をつくる上での仕組みづくりが進んだのか、あるい

は、議論の内容が逐次、こういう条例を、後期計画をつくる中に反映されるようなことが現実に

進められたのかどうか、これについてはいかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。この総合計画の後期計画の中のことにつきまして、産業振興

会議の中でという部分では、現実的には議論は行っておりません。これにつきましては、条例が

できましたのが、時期と、それから、総合計画の、この後期計画の審議といいますか、会議等を

持ちます中でタイムラグというんでしょうか、時期が尐しずれたといいますか、その部分がござ

いまして、今後、産業振興会議の中で、この後期計画を含めた議論を進めていきたいというふう

に思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） この条例、あるいは産業振興会議の中で、いろいろ議論されている、その柱であ

ったり、中心点は、この後期計画を読んでいましたら、十分反映されているとは思うんですけど

も、やはりせっかく条例ができて産業振興会議が新しくつくられて、その中でプログラムが、い



－331－ 

ろいろ具体的に検討するという形で、今されているわけですから、システムとして、こういう総

合計画をつくるときに、改めて何か取り組まなくても、自動的に、そういう力が計画づくりに反

映されていく。こういうシステムでやっていくことを確立するということが、今後にとっても大

事だと思うんですね。この点は別に商工観光課だけの問題という意味ではなくて、町の全体の行

政運営のあり方そのものとして大事だと思いますので、この点については今後、ぜひ進めていた

だきたいと思っていますが、これについては町長、よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そういう形では、この与謝野町の、この条例のすぐれた部分で岡田先生も指摘さ

れておりますように、やはり、この推進母体が、この産業振興会議が持っているという、そうい

うことが非常にすばらしいということをおっしゃっていただいております。確かに総合計画の中

に、先ほど課長が言いましたように若干のタイムラグがありますけれども、これから、この基本

計画をもとに、また、産業振興会議で議論をしたことが生かされていく、そうしたことは十分や

っていく必要があると思いますし、それは可能だというふうに思っております。 

また、総合計画のメンバーの中にも、この産業振興会議の方もおいでになりますので、全く切

り離されたものというものにはなっていないというふうに思いますし、それらをきちんと位置づ

けを、きちんとした中で今後、新たな施策、また、そうした推進をしていただく、いろんな考え

をお聞かせいただいて、施策に反映していきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） それで、この後期基本計画の中で自助、共助、商助の部分と公助の部分と分けて

記載がされています。この産業振興について、産業振興会議が中心になって、そういう施策づく

り、具体化の検討をしていただくと、それでは、町は何をするのか、公助の部分ですね、この部

分なんですが、これについて、以前から言っているんですけども、やはり一番大事なのが、情報

の収集と提供ですね。こういうことについては、産業振興会議でというのは、なかなか困難だと

思うんですね。この部分をやはり町が担うということが非常に大事だと思っていまして、例えば、

実態調査だとか、あるいは、いろんな補助制度なり、上部からのいろんな情報を絶えず収集して

いる。民間の情報も収集していると、それを、この産業振興会議にどう提供していくのか、この

条例をつくるときに町の職員が、全国の条例の先進地の具体案を率先して提供していったという

ことが、この先進的な条例をつくった力になったということを岡田先生も強調されていたと思い

ますが、今後も同じような立場で職員が、そういう力を発揮する、これはもう公助の力が必要だ

と思うんですが、その部分はちょっと不明確ではないかなというふうに受けとめておるんですけ

れども、その辺について、課長、どのような形で盛り込まれているのか、お聞きします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。６７ページのパートナーシップで取り組むというプログラム

の中の公助の部分でございます。地域循環型経済の構築、支援、また、その下の産業振興会議で

の施策の検討、検証という部分で、この部分で町の担当の者の支援というんでしょうか。調査し

た部分を、ここで提供するというような格好になろうかと思っています。細かい部分でちょっと

文言が不足ということに一部なるかもわかりませんけれども、ここの部分でと思っております。

また、担当課のほうでも情報収集をしまして、また、商工会や関係企業等の情報も収集しながら
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産業振興会議、また、この基本計画の中身ともリンクさせながら検討を進めていきたいというふ

うに思っております。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 期待をしています。 

それでは、次に農林課長に農業問題について質問します。４９ページから始まっていますが、

この５３ページにあります部分、農地の保全の中に書かれています地域ぐるみで守る体制づくり

等々の部分だと思うんですが、既に京力ということでの、いわゆる地域ぐるみでの農地、農業を

守っていく取り組み、命の里事業を全町に広げるということを当初予算の中でも説明を受けてい

ます。そういう問題が新たに、そういう発想が新たに取り組まれているのかなと思うんですが、

その辺については後期の基本計画で、どのように盛り込まれているのか、お聞きをいたします。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをいたします。ここの地域で共同して取り組む農地、農業施設の保全管理

の活動でございますが、これにつきましては国の施策の中で農地・水保全活動というのが各地域

で取り組まれております。これは農業者だけではなくて、各区だとか、そういう婦人会だとか、

そういう団体も入っていただいた組織をつくっていただいて、地域全体で農地と農業施設、農道、

水路を管理をしていこうという、こういう事業でございます。これを土台としまして地域全体で、

これからは農地と農道や水路を守っていくような体制づくりが必要ではないかということで、将

来的には議員が今おっしゃいましたような命の里の事業だとか、京都村づくり事業だとか、そう

いう地域全体で、そういう運動が取り組めていくような方向が農林課としては、今後、模索して

いく必要があるんではないかということで、こういう記述を入れさせていただいたということで

ございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） その上の循環農業についてですが、当町では旧加悦町で自然循環型農業が先進的

に取り組まれ、合併してから、それが全町に広げられて、農業の施策の中心になっていると、府

下でも先進的な取り組みだというふうに受けとめています。 

先ほどの施設だとか、農地の保全、環境保全だけではなくて、安全な農業を進めるという、こ

のまちづくりの面での、この農業の分野についても、住民と一体になって取り組むということが

非常に大事だろうと、農業者だけが頑張るということではなくて、消費者を含めた住民全体の理

解を進めながら取り組んでいく、このことが大事だというふうに思っています。そういう意味で

も町報に、最近いろいろと取り組まれている内容が掲載されるようになっているということは大

事なことだと思っておりますが、こういう面については後期基本計画の中で、どのように盛り込

まれ、取り組まれるのか、お聞きします。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをいたします。循環型農業につきましては、前期の計画では、そんなに踏

み込んだ内容にはなっておりません。安全な農産物づくりという程度であったというふうに思い

ますが、後期計画の中では、かなり豆っこ米にウエートを置いた内容で、項目も分けて、内容を

整理をさせていただいたということでございます。 

それで、ご質問の消費者も含めた理解も得るような地域全体での取り組みということでご質問
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をいただいておるというふうに思っておりますが、これにつきましては、そういった意味では昨

年から取り組んでおります、明日の農業を考える会というような、そういう中で消費者の皆さん

の意見を聞く場を設けたり、また、消費者の皆さんにわかりやすいように、どこで豆っこ米が食

べれるのかというような表示をするようなことを、この間、取り組んできておるということで、

そういう取り組みを、これからも地産地消という形で推進をしていくということで記述をさせて

いただいておるということでございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） よろしく取り組んでいただきたいと思います。 

次に情報の問題でお聞きします。１３９ページに有線テレビ加入率の向上ということで、目標

が８６％になっています。一方で１１３ページにＦＭ告知というのが、防災の関係で非常に重要

だということになっています。これのＦＭ告知については、そういう意味でも１００％というの

が非常に大事だろうというように思ってまして、これはぜひ、１００％を目指して、できるかど

うかは別にして１００％を目指して取り組むというのが大事だと思うんですが、これは加悦地域

振興課長でしょうか、お願いします。 

議  長（赤松孝一） 森岡加悦地域振興課長。 

加悦地域振興課長（森岡克成） お答えをさせていただきます。ただいまのご質問につきましては、今回、

計画に掲げております目標値が尐し低いのではないかというご質問だったと思います。同じご質

問につきましては、総務常任委員会でもご指摘をいただいたところでございます。確かに、この

平成２９年で加入率８６％という数字につきましては、やや低い数字ということになっておりま

すが、先ほど議員がおっしゃいましたように、あくまで最終的には防災面上からも１００％の加

入を目指して推進をさせていただきたいというふうに考えております。ただ、この８６％という

数字につきましては、常任委員会でも尐し説明をさせていただいたんですけども、この計算の分

母に住民基本台帳の数字を使わせていただいておりまして、この住民基本台帳の数字につきまし

ては、例えば、特養ホームですと、実際は１件の引き込みということですが、ベッド数が８０ぐ

らいあるということで８０世帯というふうなことでカウントをされております。それで実際の町

報の回覧数と住民基本台帳の数字の差を比べますと、現在で約１，４００件ほど差があっており

ます。これらのことを勘案させていただきますと、実際８６％という数字で今回、上げさせても

らっております数字は、実質的には９０％近い数字というふうになろうかと、再計算すると思っ

ております。 

それで、実際は８６％という、ちょっと低い数字ですけども、今後、さらに１００％を目指し

て進めていきたいというふうに考えておりますし、また、年度ごとの見直しの経過で、この基準

値をオーバーするようであれば、その都度、上位に修正をしながら推進を、さらに進めていきた

いというふうに思っております。以上でございます。 

議  長（赤松孝一） 野村議員。 

１  番（野村生八） 総務課長に質問します。防災の担当課としては、この情報課のほうの数値ではな

くて、今、答弁された内容がどこまで進んでいるのかということを絶えず把握している必要があ

るのではないかと、実際の防災の立場でのＦＭ告知がですね、効果としてみれば何％になってい

るのか、あと、どこが入っていないのかということを、そちらの担当でもですね、把握するとい
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うことが防災上、これは大事なんでね、必要だと思っていますが、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 野村議員のご質問にお答えしたいと思います。ＣＡＴＶのＦＭ告知、防災時、そ

れにかかわらず、大変重要な情報伝達手段だというように考えております。今、森岡地域振興課

長から８０何％、９０％ということがございました。これらのことにつきましては、いつも注目

というんですか、確認をしております。今後、後期につきましては、あと１０％ですけども、や

はり目指すところは１００％といったことで、今後、この１０％を乗り越えるためには、どのよ

うなことが必要なのかといったことも含めた後期の中での検討を進めなければならないというふ

うに考えております。 

１  番（野村生八） 終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

８番、浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） それでは、後期基本計画（案）について、質問させていただきます。この後期基

本計画の策定に当たられました関係者の方々、大変にご苦労さまでした。前期と同様、非常にす

ばらしい計画でありまして、内容について、私は特に申し上げることはございません。ですが、

今回、ちょっと確認も含めて数点ばかり質問したいというふうに思います。 

まず、初めに、先ほど野村議員のほうからありました町民参加、住民参加ですか、この中でま

ちづくりアンケートの件、それから、パブリックコメントの件がございました。このまちづくり

アンケートの回収率が４０．８％、それから、パブリックコメントの結果が１名の４件だったと

いうふうに思いますけども、この数字を見られましての感想といいますか、このあたりをお伺い

をしたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。まちづくりアンケートにつきましては、回収率が

４０．８％ということで、たしか、これは当初の総合計画策定時の回収率より若干低かったので

はないかというふうに記憶をいたしておりますが、しかしながら、このアンケートの、この回収

率４０．８％を見ましても、無駄なアンケートになったとは思っておりません。十分生かされる

範疇にある回収率の数字であるというふうには理解をさせていただいております。 

それから、パブリックコメントが１名で４件ございました。これについて直すべきところを直

し、そして、お答えだけをするところをお答えだけをしたところもございます。全部が反映され

たわけではなくて、考え方だけを審議会を通じてお示しした経過はあったかと思いますけども、

いただいたご意見については反映できるものは反映をさせていただいたというふうに思っており

ます。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） このパブリックコメントについては、この計画の後半のほうだったと思いますけ

れども、多様な住民参画機会の創設を図るというふうに位置づけてありまして、この１名という

のが、どのようにとられるかというところをお聞きしたかったわけですけども、このあたり、も

しありましたらお伺いしたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 
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企画財政課長（浪江 学） お答えします。もう尐し多いかなということは思っておりましたが、結果、

１名で４件いただいたということでございます。ネットなんかも通じ、いろんな広報媒体も通じ

てパブリックコメントの声かけをさせていただきましたので、必要なことはさせていただいたの

ではないかなというふうに思っております。結果、若干ちょっと尐なかったかなという気はいた

しております。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） 続きまして、表記の仕方なんですけども、例えば、２１ページの障害児保育事業

の推進でありますとか、２９ページに発達障害児の早期発見、それから、２５ページには障害者

がという、この「害」の字をですね、最近では平仮名表記にするところがふえてきております。

これは「害」という字が、漢字のイメージがよくないということで当事者の方やご家族の方から、

こういった配慮をされてのことでございまして、総合計画というのが非常に長い計画でございま

すので、今後のことを考えましてもですね、やっぱり平仮名表記というのも一つ検討をしていた

だけたらなというふうに思っております。この平仮名に変えてもですね、やはり考え方が変わら

ないと意味がないという意見もございますし、当事者の方々も、どちらでもいいという意見もご

ざいますけれども、今、そういう流れになってきておりますので、このあたりについてお伺いし

たいと思います。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） ご質問の表記につきましても、課としましては、いろいろと協議をしました。し

かし、本体の法律の関係については、平仮名表記をされておりませんので、そのあたり平仮名表

記と法律のほうの表記と違うような場合については、また、ちょっと違和感を覚えるということ

で、今回は国のほうの法律等を順守して、こういった平仮名表記でなしに漢字の表記をいたして

おります。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） 次に１７３ページでございますけども、このあたりは青尐年の健全育成について

載ってまして、ちょっとぱっと見た感じボリュームが尐ないかなというふうには、第一印象、感

じたわけでございまして、このあたり、もし何かございましたらお伺いしたいのと、それから、

その１７３ページにベンチマークが載っております。これが現況と、それから、目標値が載って

まして、目標値のほうが低いわけですね。人数ですか、各種団体事業への参加人数、それから、

小学生の青尐年団体への参加の人数、これもともに尐ないわけでして、これは人口減尐の関係か

なとも思うわけですけども、このあたりも伺いたいと、目標値が尐ない場合、現況よりも尐ない

場合は、こういう表記の仕方よりも、また、違った表記の仕方があるんではないかなというふう

に感じるわけですけれども、このあたりについて伺いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） 議員のご質問にお答えさせていただきたいというふうに思います。 

青尐年健全育成につきまして、いろいろと取り組みが尐ないんじゃないかというご指摘なんで

すけども、青尐年の健全育成につきましては従来からずっと続けてきておりまして、これまでど

おりの育成を図っていきたいということで、特段に具体的な計画等につきましては、また、実施

計画のほうで検討をさせていただきたいというふうに思っております。 
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それから、ベンチマークで目標値が現況より尐ないのは、いかがなものかというご指摘でござ

いますけれども、議員も先ほどおっしゃっていたように、基本的には分母になります人口が減尐

してくるということで、こういう逆転のような数字とさせていただいております。これにつきま

しても、例えば参加率ですとか、そうしたものも検討はさせていただきましたが、非常に、どう

いった事業を青尐年健全育成事業として位置づけるかというようなことの尺度というんですか、

そうしたものをつくり上げるのは難しいということで、こうした形をとらせていただいたという

ことでございます。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） 小さい子供とかの関係はたくさんあるわけですけれども、やはり青尐年の関係も、

もう尐しちょっと配慮していただけたらなと、実施計画のほうで事業はあるんだろうと思います

けども、そのあたりも、また、検討していただきたいと思います。 

それから、先ほどベンチマークの件ですけども、人数を載せているわけですから、これパーセ

ントに換算して載せることも可能ではないかというふうに思うわけですけども、人数はわかって

いるわけですからね。このあたりいかがですか。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） ご指摘の点ですけども、それも一案だと思うんですが、一番わかりやすいと

いうんですか、パーセントというのは、どういったものをあらわすのかなということで、具体性

がないというんですか、わかりやすい、どのぐらいの人が参加されておるかという人数表記のほ

うが、よりよい表記だと、基準になるんじゃないかなという議論の中で、こういう表記とさせて

いただいたということでご理解いただきますように、よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） 次に、ちょっと戻りますけれども、１５７ページでございまして、ここは学校教

育の充実ということがうたってあります。今、いじめ問題が非常に問題になっておりまして、こ

のいじめ問題への早期発見、早期対応ですね、これ１５７ページの冒頭にあります不登校や非行

と同様、重要であるというふうに思っております。このいじめ問題が１８５ページの人権の尊重

のところには出てくるわけですけれども、この学校教育の充実の、この不登校や非行との前ぐら

いにひっつけてもいいんではなかったかなというふうに思っておるわけですけれども、このあた

りの議論について伺いたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 小池教育推進課長。 

教育推進課長（小池信助） お答えさせていただきます。確かに議員の言われたことも一つかと思います

が、いじめ問題につきましては、いろんな意味で学校教育上の一つの学校運営の中の大きな生徒

指導ですとか、そうした部分に入っていきますので、その辺を学校運営というんですか、そちら

の中でうたっているということで、特にここには表記しなかったということでございます。 

議  長（赤松孝一） 浪江議員。 

８  番（浪江郁雄） ここからはちょっと余談みたいな感じになるんですけれども、冒頭、訂正がござ

いました。この中で買い物弱者ですか、これが６３ページの一番下にも載っておったようなんで、

ここも直されたほうがいいのかなというふうに申し上げておきたいと思います。 

それから、もう１点はですね、１９１ページでございまして、ＰＤＣＡサイクルの註訳が一番
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下に載っておりまして、これがＡの部分ですね、Ａがアクションとなっておるんですけども、こ

れ昔は確かにアクションだったようですけども、最近は動詞を統一するという形で、アクトとい

うふうに使われておりまして、本当に細かいことで申しわけないんですけども、このあたりも検

討していただけたらなというふうに思います。 

以上で、質問を終わります。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） 申しわけございません。先ほど議員、ご指摘のとおり６３ページの一番下の

黒のチョボ、右端、買い物難民の文言がございました。訂正のほう、よろしくお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） もう１点のほうは。 

浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） アクトですか、確かにそういった言い方もあるようにお聞きもしております

けども、よりわかりやすいアクションという形にさせていただいたということかと思っておりま

すし、どちらにしましても、大きく意味が違うことではないと思っておりますので、これでわか

りやすい表記ということでご理解がいただきたいと思います。 

８  番（浪江郁雄） 終わります。 

議  長（赤松孝一） ここで、３５分まで休憩をいたします。 

（休憩 午前１０時２３分） 

（再開 午前１０時３５分） 

議  長（赤松孝一） それでは休憩を閉じまして、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

質疑はございますか。 

１１番、小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） それでは、後期基本計画の案につきまして、ちょっと質問をしたいと思います。

先ほどから、いろんなご質問も出ておりまして、ダブリの質問もあるかと思いますが、よろしく

お願いしたいと思います。 

まず、最初に、いわゆる町民の皆さん方に町民ニーズの把握という形のことでアンケートをと

られた結果が、１２ページに出ておるわけでございますが、いわゆる今後、力を入れる施策とし

てということで、１２ページの一番上に記述してございます。これは町民の皆さん方のニーズと

いうものが、どういうところにあるかという一つの把握をされる意味からアンケートをとられた

ことと思っております。アンケートといいますのも、なかなか問いによって、いろいろと答えも

ニュアンスが変わる面もございまして、アンケートが全てだとは思いませんけども、この中で比

較するために、前回と同じような質問の題でなされた結果が、グラフとなって出ておるわけでご

ざいますが、これを見ていまして、私、前回と比べましてグラフが伸びているのを見ますと、高

齢者や障害者の福祉の充実と社会参画の促進というのが前回よりはポイントが高くなっておりま

す。 

そしてまた、大きなものを申しますと、新たな産業興しへの支援と雇用の確保というのも、前

回よりはアップしております。そして、もう一つ災害に強い山や川づくりと防災体制の強化と、

この三つが抜きん出て４０％以上の４５％近い比率でグラフが高くなっております。そのほかに

は道路網や鉄道、バスの充実でございますとか、学校教育の充実でありますとか、そういったこ
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とが、あるいは農業の振興につきましてもですが、前回よりは力を入れてほしいという、施策と

してのアンケート結果が出ております。これを見まして、私が考えるんでしたら、やはり与謝野

町の後期基本計画につきましては、一つの大きなポイントが、こういうところに町民の一つの強

い要望があるということで認識された上での基本計画がつくられるであろうと思っておりますが、

できたのを見させていただきますと、なかなか総花的であるなというように、そういう印象を持

っておりますけども、とりわけ企画財政課長にお尋ねしたいのは、いわゆる高齢者、障害者の福

祉の充実と社会参加の促進、それと新たな産業興しへの支援と雇用の確保、そして、災害に強い

山や川づくりと防災体制の強化と、この３点につきまして、たくさんの委員の方々に長期間、審

議なされた結果、こういうまとめが出たと思いますけれども、その委員会におきましての、いわ

ゆる議論というのが、どういったことに一つの重点を持たれたのか、この３点につきまして聞か

せていただくことができましたら、よろしくお願いしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。議員、ご指摘のようにまちづくりアンケートの結果を前

回と対比をする形で住民意識が、どのように変化してきているのか、そこをつかむ必要があると

いうことで、今回、このような資料も準備をさせていただきまして、これをもとに審議会なり部

会の議論をしていただいたということでございます。殊に産業興し、あるいは防災体制、これら

につきましては、例えば、防災でありましたら津波や原子力、あるいは産業ですと循環型の経済

と、こういうふうなところを重きにおいて、審議会なり部会なりでご意見があったのではないか

なというふうに思っております。 

全体を通しまして議員、ご指摘のように総花的だというところは、総合計画の基本計画ですの

で、どうしても否めないところはあろうかというふうに思っております。大事なことは、この基

本計画をもとに実施計画を立てて、それを予算に反映をして実行に移していくということが大事

だというふうに思っておりますので、今後も、そういったところを町としましても、できるだけ

具体化ができるように努力をさせていただかなければならない、そういった分野を今、ご指摘い

ただいたのではないかなというふうに感じているところでございます。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） せんだっての議会でも、いわゆる町内の空き家の件数なんかもデータとして教え

ていただいたわけでございますが、非常に高齢化がどんどん進んでおりまして、若い人が、町を

離れる方がたくさんおられて、そういった空き家も生じますし、それから、こちらへ残っておら

れる方、ご老人の方々でもお二人で住まわれておったのが単身世帯というお家もふえておるよう

でございますし、非常に環境としては、そういった非常に、これはせんだっても、どのチャンネ

ルでしたか、テレビでも出てましたけども、老人の方のひとり住まいの、そういったことが流し

てましたけども、都会と言わず、ここの市町と言わず、やはり、そういう世相が、どんどん残念

ながら進んでいるというような環境でございます。そういう中での、やっぱり一つの願いが、こ

ういったアンケートにも出ておるんだと思っておりまして、今後の福祉課関係につきましては、

そういったことが本当にきめ細やかなというんですか、お互いの助け合うというような形のこと

が一つの行政としても、行政そのものが動くことができなくても、そういう啓蒙していかれる、

そのアピールしていかれる、そういった分野の仕事が高まるんではないかと思っております。 
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それから、改めて産業興しにつきましても、これは毎回、申し上げておりますけれども、非常

に、こういった地域の経済の、どうしたらいいかということは、どなたもわからないので、大変

だと思うんですが、そうかといって、このまま放置しておくというわけにもいかないと思います。

本当に若い人が尐なくなっていかれるという現状は、やはり地域の活気も生まれませんし、何と

か、こういう棒グラフの高い分野につきまして、今、課長が申されました実施計画につきまして、

今後の実施計画で、やっぱり町民のニーズが、こういうところにポイントがあるという一つの重

点的なものに施策を、力を入れていただきたいと、そういう方向で取り組んでいただきたいと、

このように思っておりますが、その辺のことにつきましてのお考えをお聞きしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そういうためにも、やはり町民の皆さんがいろんな思いを、一つのこうした総合

計画の中に込めているんだというふうに思いますし、そのことについて多くの方の協力を得て、

総合計画が成り立ったわけですので、この審議に当たっていただいた委員さん方も、今、言われ

ました同じような気持ちで、このまちづくりの基本である総合計画に大いに参加し、大いに意見

を言っていただいて、まとめていただいたものというふうに思っております。ですから、この総

合計画を、前にも言いましたけど、我が町の憲法みたいなもんですから、これをもとに、じゃあ

皆さんの思いをどういう部分で、どういう形で実現してくいかということを我々もですし、その

議会も同じように共有しながら、そうした思いを一つ一つ実現できるようにやっていく。その教

科書ができたというふうに捉えております。ですから、今後の皆さんの思いを実現できるように、

これをもとに頑張ってまいりたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） 町長に一つお尋ねをします。先ほども野村議員の産業に関する質問で、産業振興

会議の皆さん方の、いわゆる会議の進展に期待するというようなお言葉だったと思いますけども、

やはり町長も旗を引っ張っていくというぐらいの強い姿勢が、私は必要だと思うんですが、皆さ

ん、よろしくお願いしますというんではなしに、一つの町長の、こうしなきゃいかんと、この地

域はいけないというぐらいの強いリーダー的な姿勢が、町民は望んでおると思いますし、そうい

った形で、また、振興会議も、より前へ進むのかと思っておりますけれども、町長の強い、その

思いを、やはり発信していただきたいと、このように思うわけですが、その点につきましてのお

考えをお聞きしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 一昨日、佛教大学で１時間半の講演をしてほしいということで、行かせていただ

きました。それは与謝野町流のまちづくりについて、住民の皆さんとともにつくり上げていく、

そういうまちづくりについてお話をしてほしいということでございました。もちろん福祉関係の

お話もですし、今までに、一昨年でしたか、６年間の歩みということで、与謝野町のやってきた

考え方や歩みをご紹介する中で、中小企業振興基本条例の取り組み、それから、地域循環型の農

業であったり、それから、住宅改修の、そうした施策、そうしたことについて一定のまとめたも

のといいますか、私の考え方や与謝野町のやり方を紹介させていただいたんですけれども、非常

に２万３，０００何ぼの、そうした小さい町で、これだけの取り組みができているということに

対して、非常に皆さん、大学の先生をはじめ、驚きを持ってお聞きいただきました。というのは、
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町長だけが張り切って言っているんじゃなくて、それらの実績のもとには住民一人一人の皆さん

の思いや考え、まさしく自助、共助、商助、公助の考え方が、この総合計画をつくるに当たって

も、また、産業振興ビジョンをつくるに当たっても、計画をつくるに当たっても、そうした思い

が込められたことが、一つ一つ実現していっているということに対する皆さんの驚きだっただろ

うと思います。そういう中で、今回、中小企業家同友会ですか、あの方たちが、今度、２月に福

岡で大会をされます。そのときに、この与謝野町の振興会議の会長の岸部さんや玉川さんが、分

科会で与謝野町の取り組みを皆さんに紹介される。今まででしたら、どちらかというと行政関係

が出ていってという話が多かったんですけれども、みずからつくり上げた、そうしたことをみず

からの言葉で情報を発信していただける。確かに企業誘致で町長が走り回るのも一つの方法でし

ょうし、そうした町民の皆さんの力をかりながら与謝野町の取り組みを紹介する、そのことによ

って、また、情報が、いろいろと交流が始まって集まってくる。皆さんの力もかりながらやって

いこうというのが、やはり、この町のまちづくりの基本だというふうに思っております。そうし

た中で、まさしく自分たちの取り組みが全国に取り上げられて、そして、そのことを発信できる

ということは、これほど幸せなことはないかなと思いますし、今回、私が佛教大学へ行かせてい

ただいて、お話をさせていただいたのも、私たちの町は、こういう取り組みをしている。それに

は大勢の町民の人がかかわって、こういうまちづくりを進めているんだということを発信させて

いただいたつもりです。 

また、大学等の話の中で、まだ、具体的にどうなるかわかりませんけれども、例えば、与謝野

町の高校生と我々、そして、大学の先生方、そしてまた、そういう直接、福祉にかかわっている

皆さん方と一堂に集まって１回、お話をして、与謝野町の高校生が、もうそういう大学へ行って

勉強して、また、その力を、この与謝野町へ帰ってきて、そこで働くという、まさしく、いつも

小林議員がおっしゃっている人を育成する、そういうきっかけも、そうしたことから前へ進んで

いくんではないかなというような気がいたしました。それは福祉だけではなしに、いろんなとこ

ろでの取り組みが、この与謝野町内で始まっていると思っております。例えば、エックスキャン

プなんかの、そういう農業者の方たちとの取り組み、また、ちりめん街道での、そうした調査研

究、ですから、今は非常に目標に向かっていろいろと耕している、そういう過程だと思っており

ますけれども、そのうち、それの芽が出て花が咲いていくという、非常に、特効薬はないわけで

すので、やはり、この町に住む方たちが生きがいを持ってまちづくりに参加しながら仕事を生ん

でいく、そういう時期ではないかと思っております。 

それぞれいろんな方の力をかりながら、この与謝野町というものを前へ進めていく、そういう

兆しといいますか、そうしたものを感じられた、最近そういうものを感じる日々なんですけれど

も、確かに一遍に産業振興といったら難しいかもわかりませんけれども、決して与謝野町のやっ

てきているやり方については、そうして、多くの皆さんが、ただ、福祉関係の方だけじゃなしに、

いろんな方が来ておられましたけれども、関心を持って聞いていただけたというのは、非常に私

自身も反対に自信を持って帰ってきましたし、また、それが次へつながる大きな力になるんでは

ないかなと思っております。 

ですから、基本的な考え方は変わっておりませんし、それらに向けて一歩一歩、前へ進めてい

くようにしていきたいと思いますし、それには議員さんはもちろんのこと、町民の皆さんの多く
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の力がおかりしたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 小林議員。 

１ １ 番（小林庸夫） 詳しく町長の思いを聞かせていただきまして、頭の中で、ちょうど犬ぞりの御者

が町長かなと、犬がどっと走る、それぞれが走る、そんな思いで聞かせていただいておりまして、

私はちょっと先頭を走るんではなしに、裏からよたよたしながらついていくというようなことか

なと思いながら、本当に、この与謝野町の、いわゆる環境というものは、私が申し上げるまでも

なく、町長も百も承知のことだと思いますし、ぜひ、この後期の基本計画が本当に、こういった

アンケートに答えるような前進というんですか、そういったことに取り組んでいただくことを、

ぜひお願いしたいと思いまして、質問を終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

１５番、勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、後期基本計画につきまして若干質問をさせていただきます。まず、企

画財政課長にお尋ねをいたしますが、１９５ページに行政運営の関係でＩＣＴ環境の整備推進と

いう記述がされておりますけどね。私は、ここのところが、どうにも理解しにくいんですが、こ

れはどういうことを言われているんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。この１９５ページの施策プログラムの中のＩＣＴ環境の

整備推進ということで、ＩＣＴという言葉を使わせていただいております。これにつきましては、

いわゆる行政が、こういった情報環境の推進をさせていただきます場合に、このＩＣＴという表

現を使わせていただいているかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 例えば、教育関係でいいますとね、教育におけるＩＣＴの利活用、これはもう当

然、よくわかるんですが、例えば、総務省が２４年度のＩＣＴの関係の重点政策を出しておりま

すけれども、今、課長がおっしゃったようなことに、私はちょっと違うんではないかなという気

がするんですが、これはよろしいので、また、ご検討いただくと。 

引き続いてですね、課長にお尋ねいたしますのは、この効率的な行政運営ですね、１９１ペー

ジから１９５ページについてあるわけですが、平成２４年度の当初予算で、いわゆる京都府町村

基幹業務支援システム、電算の導入についての３，１００万円が計上されておりますね。今回は

京都府町村会のトライエックスにするということをお聞きしておりました。これは、これでいい

わけですが、平成１８年に、いわゆるこれまでのトライエックスからトピックス・ネオに切りか

わるときに大変なご苦労をいただいたと、このことについては、太田町長も、よくご承知いただ

いておるわけですが、これを見てみますと、やはり１年に２，０００万円はかかると、今回も

３，１００万円ということでありますけれども、これは総額では約１億円の事業ですから、そう

いう意味で考えますと、私は年間２，０００万円というのは、大体かかるんではないかなと、こ

ういうふうに思っておるわけです。 

このトライエックスにかわるということは、今までのシステムが移行の準備とか、そういうこ

とで、また、相当余分なものがかかるのではないかという気がしているんですけどね。また、こ

の中に、こういう大きな部分というのは、私は記述をしておく必要があるんではないか。職員が
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減るということは、流れとしては出ているわけですけれども、やっぱりこういうふうなことで事

務量を減らしていくんだと、このことについて、私は記述する必要があるんではないかと思いま

すが、そこのところは課長、どうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。議員、ご指摘のように基幹業務システムをどのようにし

ていくのかということにつきましては、職員が業務をさせていただく上で非常に重要な分野であ

ろうかというふうに思っております。したがいまして、今回、更新期に当たりまして、基幹シス

テムについて内部でも十分に議論をさせていただきまして、そのシステムの内容なり、それから、

今後に向けた経費なり、こういったものを総合的に考えた上でトライエックスを採用させていた

だこうということにさせていただきました。確かに、そこに移行していく上では、職員の業務上

のリスクが非常に多くございまして、その部署によりましては、非常に難しいことも乗り越えて

いかなければならないと、そういうところはございますが、それは職員が努力をさせていただく

ことで解決をしていくというふうに思っておりますで、長い目で見れば今回の基幹業務のシステ

ムにつきましては、基本方針どおり進めさせていただきたいというふうに考えております。 

そこで、そのことについて、この中に細かく明記されていないのではないかというご指摘でご

ざいますが、それにつきましては、あくまで業務上のシステムの更新にかかることでございます

ので、重要性は認識しておりますけども、ここにことが完全に明記していなくとも、当然、業務

上やってかなければならないことだというふうに思っておりますので、そういうふうに、ご理解

がいただきたいというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） そこで課長、もう１点、お伺いをするんですが、課長、長い目でということをお

っしゃいましたけどね、非常に期間が短いわけですね。既に１８年に入れたものが、ここで切り

かえをしなければならないと、そういうことなので、ひとつぜひ、そんなに時間はないんだとい

うことでお願いしたい。そこで、もう一度、お伺いをしますのは、町村会の資料を見ますと、京

都府下で、この２５の団体が、いわゆる自治体クラウドですね、これに参加をしているというこ

とで、与謝野町も２４年度で実証実験に参加をしていると、こういうふうに資料には出ておるわ

けですが、このクラウド参加ということはですね、当然、コストの削減ということが大きな、私

はテーマになっていると思っているんですが、ことしの実証実験からですね、課長はどういうふ

うな削減ができる。あるいはパッケージのシステムを組むことによって、こういうふうに減らせ

るんではないかと、こういう見方を出していただいたんではないかと思いますけれど、そこのと

ころはどうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。クラウドにつきましては、確かに町村会を中心に検討を

進めていただいていて、関連自治体におきましても、その議論に参画をさせていただいてはおり

ますけども、まだまだ十分、検証、検討の時期にあるというふうに認識をいたしておりまして、

どういった方法がいいのか、まだまだ、ハードルが非常に高い部分がございますので、今、具体

的に、このような方向で、こういうコストが削減できるというようなところまでは、まだ、行き

着いていない。まだ、研究段階ということであるというふうに認識をいたしております。 
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しかし、今後は、そういったことを行っていくことでコストの関係なり、それから、情報の安

全という部分では非常に重要な部分ではないかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） メンテナンスの費用や、あるいは運営経費等については、やはり私は、それなり

の成果があるんではないかなと、ただ、セキュリティの問題で、いかがなものかなということは、

いろいろとデータも出ておりますので、引き続いて研究をしていただく必要があると。 

そこで、町長にですね、この問題についてお尋ねしたいんですが、平成１８年に、このトライ

エックスからトピックス・ネオにかわりました折に、非常にご苦労をされたと、特に税務関係で

ですね、大変な問題も起きたわけですが、きょうの国保税の状況を見ていますと、私は、あれか

らも相当負担が高くなっている。しかし、実際には、非正規の方がふえたり、あるいは景気その

ものが低迷をしているということで、非常に国保税を見てみますときに２，０００万円の、大体、

今、未収金が年にふえるということになっているんではないかなというふうに思うんですが、そ

こで、このことを考えてみますと、一つには当然、加入者の責任、あるいは国の助成金が減らさ

れると、そういうことはあるわけですが、もう一つは、１８年度に、このトピックス・ネオに切

りかえたときに、うまく国保税の計算ができなかったということで、いわゆる１０回徴収から

４回に切りかえたという経過がございます。したがって、住民の人からは、この国保税について、

私は１０回徴収にしてほしいと、そういう声は、戻してほしいというふうに聞くわけです。 

国保連合会の資料を見ますと、現在では非常に未収金が全国的にふえているということで、い

わゆる前納報奨金を考えるときにきているのではないかと、そんな議論さえ起こっている、連合

会の中でということで、私は、このシステムが変わることに合わせながら、もう１回、このこと

を検討してもいいんではないかと思うんですが、町長は、そのあたりのところ、どういうように

お考えでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 正直、申し上げまして、そういったことを考えたことはないんです。いろんな、

確かにネオトピックスにかわるときに、システムが違いますので、戸惑いもあったりしましたけ

れども、それらについては一定の整理が、もうできてきているのではないかというふうに思いま

す。 

今回、トライエックスということですけれども、先ほども課長が申し上げましたように、やは

りトライエックスを使っておりますのは北海道の自治体や九州の自治体、そしてまた、そのトラ

イエックスに取り組みますときに、旧野田川からも職員を２年間派遣いたしまして、その開発に

もかかわってまいりました。やはり行政の使い勝手のいい、そうしたシステムをつくり上げるた

めに頑張ってくれたわけですけれども、合併のときに、いろいろな事情から、確かに投資は、当

時は尐ない投資でいけるというふうな見通しもありましたけれども、やはり今後、運用していく

場合にも、その運用のことを考えていきますと、やはり大勢のところが使っているところで、同

じ開発をしましても、その１町当たりといいますか、そうしたものは尐ない金額になってくると

思いますので、今後のことを考えますと、トライエックスを導入していこうというふうには判断

いたしました。ただ、それを１０回に戻すとか、そういうことについても、私、今の中では、あ

まり知識もございませんので、どうということにお答えすることはできませんが、そういう経過
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の中での、今回の取り組みだというふうにご理解いただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、次に１０１ページになるのかなと思っているんですが、記述はないん

ですけど、太陽光発電のことが書いてありますので、ちょっとここでお尋ねをしたいんですが、

再生エネギー対策につきまして、お尋ねをしたいと思っております。この５年間で最も大きく変

化をしたものに、この３．１１を受けまして、原発の、ああいった事故もございまして、この再

生エネルギーの見直しというのが急速に全国でされてまいりました。また、国においても、この

再生エネルギーの固定買い取り制度がスタートをいたしました。今回の、私は、この質問を思い

立ちましたのは、と言いますよりも、さすがと思いましたのは、今回の指定管理者の案件に出て

おりますクアハウス岩滝の低温度差発電なんですね。これ慶応大学の武藤教授が開発をされたこ

とでですね、現在、熱海市が、この温泉熱を利用しながら、非常に微量な出力でありますけれど

も、この取り組みがされていると、私は、クアハウスの、ことを見ました折に非常にやっぱり、

こういったことに敏感に反応していただいておると、こういうふうに思っておるわけですが、先

年にはバイオマスの関係でも、いろいろご研究をいただきました。しかしながら、もう一つ考え

てみますと、この町でも水量が豊富ではありませんけれども、小水力のマイクロ発電という部分

では、私はかなり利用できる部分があるんではないかと思っておりまして。この太陽熱というの

が、今は一つになっておりますが、この丹後では、丹後の１０月から３月までの曇天率が一番高

い、全国で、こういったことが非常に難しいというふうに考えておりまして、こういった検討を

する時期になる。したがって、今度の計画の中にも、若干、太陽光ということで書いてもらって

おりますけれども、そこのあたりをですね、もう尐しそういった幅広い考え方を打ち出していた

だく必要があったんではないかと思っておりますが、ここは担当がわかりませんので、町長、お

願いできますか。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 計画書の９６、９７ページをごらんいただきますと、９６ページの前期計画

にはバイオマスの関係、９７ページの後期基本計画の下から３行目には太陽光発電などの再生可

能エネルギーの活用、普及に努めますというふうな記述としております。こういうふうな中で、

議員、ご指摘のように、当町にはいろいろな、まだ、未使用の再生可能エネルギーが広く、浅く

存在しておるというふうな認識でおります中で、どういうふうな活用の方法があるのかというこ

とにつきましては、今後も引き続き検討のほうはしていかなければならないというふうなつもり

でおります。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） それでは、もう１点だけ質問させていただきます。 

これは、教育委員会になるかもわかりませんし、はっきりこれもわからないんですが、

１８３ページですね、この文化財につきましては、与謝野町文化財保護活用計画によりまして、

大半が、これら網羅されていると思っておりますけれども、この与謝野町に非常に多くあります

近代化の産業遺産ですね、このことについて全く触れられておりませんし、所管もございません。

私は、この産業、近代的産業遺産についてですね、全国の情勢を見てみますと、この繊維産業に

かかわる部分は、非常に全国的にも残されているところがあって、現在では、既に世界遺産にな
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っているところもあると、こういうふうに思っておりまして、ぜひ記録保存も含めまして、こう

いった部分について後世に伝える必要があるんではないかなと、このように思っておりますが、

この考え方は、現在では、どういった議論になっておりますか、お尋ねします。 

議  長（赤松孝一） 垣中教育長。 

教 育 長（垣中 均） お答えいたします。議員、ご指摘のとおり、当地方、早くから近代化の取り組み

がされ、特に産業においてなされております。したがいまして、それらにつきましての遺産があ

ることも私どものほうは承知しておるところでございます。例えで申しますと、加悦鉄道の機関

車、２号機関車が国の重文に指定されております。それらにつきましても、やはり当地方の近代

化への道を歩いた象徴的なものでございますし、その他、電灯会社、いわゆる発電機、そうした

ことでも先進的な当地方での産業が生まれてきておりました。それらにつきまして、私ども注目

をしておりますし、そして、取り組みもしてきておりますので、今後、さらに守備範囲を広げて

いく必要があると、そのように考えております。以上でございます。 

議  長（赤松孝一） 勢旗議員。 

１ ５ 番（勢旗 毅） 今、教育長から答弁いただきましたが、ちりめん街道も非常に今、意欲的に商工

会も、あるいは教育委員会も頑張っていただいておる。そのことと一体的に、特に繊維関係の近

代化産業遺産として、私は保存をし、あるいは将来に記録を残しておくと、このことが非常に重

要ではないかと思っております。よろしくお願いします。終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

１４番、糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） それでは、後期基本計画につきまして、若干、質問させていただきます。 

前期と後期とわかりやすく記述がされておりまして、非常にわかりやすいんですが、前期と後

期と、そう大きな違いはないというふうに全体的には思っておるんですが、細かい部分ですけれ

ども、若干、その考え方についてお伺いをしておきたいというふうに思います。まず、非常に細

かいことで恐縮ですが、１８ページの施策方針でですね、いわゆる不妊治療だとか、あるいは妊

婦検診だとか、ブックスタートだとかいう、具体的に前期は記述がされておるんですが、後期に

なりますと、これは１行で済まされておるというふうに、ちょっと具体的に記述が削除されてお

るんですが、この辺は、どのようなお考えで、このようなことになったのか、お尋ねをしておき

たいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 泉谷保健課長。 

保健課長（泉谷貞行） ご質問にお答えいたします。１９ページの施策方針の（１）親子の保健の充実で

ございます。後期の基本計画におきましては前期の計画の事業を列記するという形ではなくて、

施策方針として１行に総合的な意味合いを表現するということでまとめさせていただきました。

２１ページの施策プログラム、箱の中ですが、公助といたしまして、事業として列記しておりま

すが、そういった事業を充実していくということで、個々の事業を列記するのではなくて、方針

ですから、総合的な表現というふうにまとめさせていただいております。内容につきましては、

前期の計画も踏襲する形で表現をさせていただいているということでございます。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） わかりました。次に、福祉課長に、ちょっとお尋ねするんですが、２５ページの
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現状と課題と中で、真ん中辺にですね、今後は利用者ニーズを見きわめながら過度の基盤整備に

ならないよう注意する必要がありますと、こういうふうな記述がございます。この現状と認識の

中で、こういう表現をつくられたということは、ある程度、施設としては充実度があるのかなと、

そういう認識なのかなというふうに思うんですが、その辺は、どのようなお考えになっておるの

か、どっちかというと、施設整備に消極的な感がうかがえられるというふうに思うわけです。一

方、この２７ページですか、施策方針の中で介護が必要云々ということで、いわゆる地域密着型

サービス、基盤の充実を図りますと、こういうふうに書かれておりますのは、いうならば、私は

積極的な対応を考えておられるのかなと、尐し、私は現状の認識とですね、施策方針と矛盾を感

じておるんですが、その辺についてはいかがお考えか、お尋ねしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） 議員、ご質問にお答えしたいというように思います。ご質問のありました２５ペ

ージの、この利用者ニーズを見きわめながら、過度の基盤整備にならないよう注意する必要があ

りますという表記と、また、２７ページの高齢者福祉の充実の中では、地域密着サービスの基盤

の充実を図りますと、このように表記をしております。これにつきましては実際、与謝野町につ

いては、この合併以降、たくさんの福祉施設等が整備されまして、本当に利用される方について

の選択肢がたくさんできました。それは町内の事業所さんを中心にして足らないサービスを補っ

ていこうという、本当にいいところだけをとって、そういった事業がどんどんできていくという

のではなしに、ない事業についてはやっていこう、ないところについてはフォローしていこうと

いうような事業者さんの思いやりで、このようなことで充実してまいりました。 

しかし、今、言いましたようにどんどんどんどんサービスが充実して、利用者数については、

なかなか伸びてこないというようなことがございますので、そういったことで事業所がふえて、

利用者の取り合いになって、最終的には、その事業所が成り立たなくなってしまっては、この地

域を支える事業所が、利用されている方が困るというようなことがございますので、そのあたり、

同じようなサービスがどんどんどんどんできていかないように、これについては事業者の中で調

整をお願いしたいというのが、この表記になっております。しかし、今、地域共生型の施設

８０床が間もなく完成して、３月から入っていただく予定にしておりますけれども、やはり地域

で、住みなれた地域でお暮らしをしていただきたいという、この施設というのは、小規模多機能

型施設ということになっておりますので、例えば、加悦地域、野田川地域、岩滝地域という小規

模部分の施設については、今後も充実をしていきたいというように思っております。大きな施設

は建てずに、地域で住みなれたところで住みなれた顔が見えるサービス提供については、今後も

進めたいということでございます。 

たくさん言いましたけれども、今後については、小規模多機能型の施設については進めていき

たいというようなことがありますし、また、同じような、広域的な同じようなサービスの部分に

ついては、やはり共倒れにならないような整備が、調整を図る必要があると、このように表記を

しております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） ということはですね、後期では、今、共生型というのか、あそこのやすらの里、

今、６０床、ああいった施設はですね、今後はつくっていかないと、いわゆる小規模多機能、い
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わゆる地域密着型の施設を充実させていくんだと、そういうお考えが、この後期の中で示されて

おるというふうに理解したらいいんですか。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） そういう計画で進めてまいりたいというように思っております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） いわゆる入所希望者もですね、たくさんまだ、おられるというふうなことも聞い

ておりますし、そういったニーズを、やっぱり的確に捉えながら後期の中でも一つ利用者ニーズ

を満足というか、そこら辺かどうかわかりませんが、この辺を的確に捉えて、誤りのない対応を

していただきたいなというふうに思っております。 

次に、２８ページの関係なんですが、資格者の関係なんですが、前期では介護資格者の取得講

座が毎年、開催されております。後期になってまいりますと、この記述が全くないわけなんです

が、そこら辺については後期は、もうそういう資格講座等はですね、あるいは介護教室等はやら

ないというふうなことなのか、どうなのか、そして、４１ページですか、４１ページにいきます

と、今度は介護に携わる有資格の確保を図りますと、こういうふうに記述がされておるんですが、

ここら辺は、どのようなお考えなのか、資格者について、お尋ねしておきたいというふうに思い

ます。 

議  長（赤松孝一） 佐賀福祉課長。 

福祉課長（佐賀義之） この介護を担っていただく方の資格の関係です。前期計画の中では、ご指摘があ

りましたように、２８ページに、介護資格者講座や各地域での介護教室などを行いますというよ

うに記載をしておりまして、後期計画の中では、はっきりとは明確に、この資格講座をやるとい

うことの表記はしておりません。一方、４１ページについては（２）のサービスを支える人材の

育成と確保の中で介護にかかわる有資格者の確保を図りますと、このように示しております。こ

のあたりにつきましては、今、介護保険のヘルパー制度というのが変わる時期です。今、社会福

祉協議会さんのほうにお世話になってやっていただいています、２級ヘルパー研修というのは、

今年度で変わりまして、これは制度が、もう２級ヘルパーということや、１級ヘルパー資格とい

うのが、もうなくなってしまいます。それで、その制度が変わるときに社会福祉協議会さんのほ

うも、この研修をしていただいているんですけれども、２５年度については、その制度が変わる

はざまでありますので、この資格、ヘルパー研修をやれるかどうかというのが、ちょっと疑問の

ところがございました。 

したがって、今、社協さんとも詰めておるんですけども、なかなか今まででしたら当初予算の

中で有資格者の委託料なんかもみておりますけれども、今回、２５年については、ちょっと当初

予算では見にくいかなというように思っております。しかし、これ表記をしていないから全くや

らないというのではなしに、いろんな、今、福祉の関係、資格の制度も変わってまいりますので、

そういったことに、先ほど、議員さんがおっしゃっていただきましたように、変更になっても的

確に対応せいというようなご指摘がございますので、このような４１ページには、そういった的

確に対応するために有資格者の資格確保については、町のほうとしては、できる限りやっていく

ということでございます。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 
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１ ４ 番（糸井滿雄） 福祉施設についての人材確保はですね、非常に難しいものがありますので、やは

り有資格者の養成は今後、引き続き、続けていただきたいなというふうに思っております。制度

も変わってくるかもわかりませんが、やはりそういったことに、変化に的確に対応を、後期のほ

うでも、ひとつお願いをしておきたいなというふうに思っております。 

それから、次に、質問いたします。建設課長にお尋ねします。１１６ページから１１７ページ

にかけての、いわゆる都市計画の推進でございます。私は前期の計画と、いわゆる施策方針と後

期の施策方針を見た場合、非常に大きく後退をしておるというふうに思っておるんです。例えば

ですね、前期では住民に対し、都市計画の重要性や有効性についての理解を得るための施策を実

施しますというふうになっておりますけれども、後期では、そういった記述は完全に削除されて

おります。施策方針も１行で国の新たな都市計画の動向云々ということになっておるわけなんで

すけれども、ここら辺の考え方はどのような考え方なのか、都市計画についての基本的な考え方

をお伺いしておきたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをしたいというふうに思います。今、確かに議員、おっしゃいましたよう

に、住民に対しての都市計画の重要性や有効性についての理解を、そういうふうな施策を実施し

ますというふうなことにさせていただいておりました。ただ、後期の部分につきましても、公助

の中でまちづくりについての学習会やワークショップなどの実施を行います。また、都市計画を

含む土地利用の検討をしますというふうに書かせていただいております。先ほども議員のほうか

らございましたように、今の都市計画の中間発表がございましたけれども、なかなかこれが前に

進んでいないというふうな状況でございますので、今の、この都市計画に対してのいろいろな、

いわゆるまちづくりの方針だろうなというふうに思っておりまして、その部分につきまして、今

の町、将来のまちづくりをどうしていくかというふうなことが、今のここの、それぞれ三つの地

域の中で、例えば、岩滝地域の場合でしたら都市計画区域に入っておりまして、都市計画事業で

整備をされてきたというふうに思っておりますし、また、違うところでは、いわゆる農業の農村

整備の関係で、いろんな地域の振興を図ってこられたというふうなこともあるだろうというふう

に思っております。 

その地域、その地域が抱えております、いわゆる歴史的なことについては、今後も、いわゆる

学習をしていきたいというふうに思っておりますし、決して今の、この部分について、今、議員

がご指摘されましたような後退をしているというふうな状況ではないと、私は思っております。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 合併してから６年目ですか、なるんですが、私は都市計画については２回ほど一

般質問をさせていただいたんですが、一向にこれ進まない。準都市計画でもやろうかというふう

な話も出ておりましたし、国の都市計画の法律が変わっていくということだけでですね、ずっと

きておるわけなんで、行政からも京都府に対して、府庁で勉強に行っておられるわけなんで、そ

ういったことで、もっともっと積極的に、やはり均衡ある町の発展、有効な土地利用については、

もっと都市計画について積極的な、私は施策方針があってもしかるべきやないかなというふうに

思っております。非常に、後期の中で、そういったことが欠落しておることについては、建設課

長は後退していないというふうに言うておられますが、私はやっぱりもう一つ消極的な姿勢では
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ないかなというふうに思っております。 

ですから、今後、実施計画を立てられる上で、そこら辺は十分ひとつ検討していただいて、都

市計画の重要性を、やはり町民にもわかっていただくような施策をとっていただきたいというこ

とをお願いをしておきたいというふうに思っております。時間がありませんので、もう一つ、

１１９ページの、これも、私も何遍も申し上げておりますけれども、住宅施策でございます。前

期では住宅マスタープランの策定ということがされておりましたけれども、一向にできなかった、

前期でもマスタープランの作成はできなかったと、後期で、その辺が引き継がれておるのかなと

いうふうに思っておりましたら、その記述も削除されておる。変わってきておるのは公営住宅ス

トック計画が入ってきただけでございます。そういうことで、マスタープランの計画はされるの

か、されないのか、どうなのかということをお尋ねしておきたいというふうに思います。やはり

マスタープランをつくらずして、ストック計画もできないんではないかなというふうに思うんで

すが、そこら辺の考え方をお尋ねしておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをしたいというふうに思います。今、住宅のストック活用総合計画につき

ましては、ここでもお話をさせていただいておりますけれども、今まで３４７戸あった部分につ

きまして、３１５戸に見直しをさせていただくというふうにしております。今、住宅の政策の部

分についても、そういったご指摘をいただいておりますけれども、今、私どもが考えております

のは、いわゆる国のほうが、橋ではございませんけれども公営住宅の長寿命化というふうなこと、

公営住宅の長寿命化という制度がございまして、そういったことで新しくつくる住宅と、それか

ら、維持していく住宅というふうなことを、この平成２５年度の中で調整をさせていただこうと

いうふうなことで予算を上げさせていただいております。 

そこの部分が一番、今の重要な部分だろうというふうに思っておりまして、今の、この公営住

宅のマスタープランというのも大事でございますけれども、今、持っておるストックをどうして

いくんだというふうなことが、今後、今の、いわゆる財政的なことも含めての調整をするべきな

んかなというふうに思っておりまして、この部分について、建てかえも含めた計画的な修繕を図

っていきたいというふうにさせていただいておるわけでございます。 

議  長（赤松孝一） 糸井議員。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 私はやっぱりマスタープランだけはつくっておく必要があるんじゃないかなとい

うふうに、ということはマスタープランといいますのは、全体のやはり総合的な設計、あるいは

計画であって、ストックプランというのは、今、言われましたように、いうならば今の住宅を保

持していくというのが、私は为眼ではないかなというふうに思っております。 

ですから、マスタープランがあって、その中でストック計画があるんではないかなと、私は、

そういうふうに思っておるんですが、マスタープランというのは全体の住宅の計画ですからね、

ストック計画というのは、ちょっと建てかえではなしに、どっちかいうたら既存の建物を保守整

備して、守っていこうというのだろうというふうに思うんで、そこら辺のことで、私は若干マス

タープランもつくる必要があるんではないかなというふうに申し上げておるんですが、その辺は

いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 
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建設課長（西原正樹） お答えをしたいというふうに思います。今の住宅ストック活用計画の部分につき

ましても、この部分で建てかえをするというふうなことを将来、考えておりますので、決して今

のストックだけで、いやいや新しいものは建てませんというふうなことを言っているわけではご

ざいませんので、その部分につきましては、いわゆる新しく建てかえるもの、それから維持修繕

をしていくものというふうに、この中でも分けて考えていきたいというふうに思っております。 

１ ４ 番（糸井滿雄） 終わります。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

１７番、今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは、総合計画の後期計画について、質問をさせていただきたいというふう

に思っております。 

この冒頭に、いろいろな資料をつけていただいております。この中でも人口は年々減尐してい

く。そして、農業も衰退していく。商業も工業も全てが右肩下がりと、こういうことになってお

ります。観光の入り込み客についても相当、下がってきておると。これが今の町の現状ではない

かなというふうに思っております。先ほど、小林議員からもありましたアンケート、この中でも

仕事のことや、あるいは防災のことや福祉のことや、そういうことが非常に心配だと、こういう、

いわゆる町民の皆さんの声ではないかなというふうに思っております。そのことにどう応えてい

くのか、どう対応していくのかというのは、非常に大きな行政の課題ではないかなというふうに

思っております。 

まず、一つは仕事、雇用ですね。新たな産業と雇用の創出、このことについて前回よりも上が

っています。このことの解決、この課題に向けて、この後期計画の中では、どこにどのような計

画になっているのでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。今、アンケートの中で新たな産業興しへの支援と雇用の確保

ということで、非常に高い率、また、前回を、また上回っているという部分で、どこにその部分

が後期の計画で反映されているのかという部分でございますが、細かく、この部分でというふう

なことでは申し上げにくいんですけれども、それぞれの施策方針、また、プログラムの中で、そ

れぞれ中小企業を中心とした産業振興を図っていく部分、また、産業興しの部分としては非常に

難しい部分であるというふうに思っております。その中では人材育成でしたり、今、ございます

既存の企業への支援ですとか、そういった新サービスや新ビジネスへの支援等を行っていくとい

う部分に、細かくはプログラムで上げている部分かなと思っております。また、織物業につきま

して、これまでの基幹産業でありましたし、今の大事な産業というふうに認識をいたしておりま

して、その部分での丹後ちりめんの、また、見直しとか、それから、新しい今の織物を使いまし

た新商品ですとか、それから、また、販路開拓、そういった部分を重点に取り組んでいきたいと

いうふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 日本の経済は非常に低迷をしておるというふうな今の現状だろうというふうに思

っております。政権がかわりまして、安倍総理がデフレ脱却に向けて一生懸命やっていただいて

おります。しかし、我々が景気がよくなったなというふうな実感できるのは、まだまだ、先にな
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るというふうに思っております。この今、商工観光課長からありました、いろんな今までの中小

企業を支援したり、そういうことで、この住民の期待に応えていくというふうな答弁があったと

いうふうに思っています。ここに前回は４２．４％です。今回は４５．２％、上がっています。

３％ほど上がっているんですが、この上がった原因、要因、前回に続いて非常に、このことに対

する町民の皆さんの期待があるということについては、どのように、これを分析されていますか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。この部分、前回から５年ということでございます。その部分

では織物業、いわゆる町内の企業の状況につきましては、５年間の間、非常に低迷といいますか、

下がってきておる状況です。これについては、織物業については高齢化、また、織機の老朽化等

がございまして、その部分で、なかなか製造という部分では減ってきていると、仕事の部分でも

ニーズが変わり、織物、着物への需要が減ってきている中で大きく下がってきているというふう

に思っております。そういう中で、次の仕事を求めたときに、その部分ではなかなか見当たらな

いという部分で、この差になっているというふうに、私は認識をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 織物への支援、振興策が欠けておったという答弁だったというふうに思っていま

す。そのことについて、いわゆる後期では、そこの足りない部分をどう補っていくのか、これが、

いわゆる総合計画なんですね。前期でできなかったことを後期でやると、これが前期と後期と分

けていると一つの大きな理由なんですよ。そこをどのように打ち出していこうというふうに思っ

ておられますか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。前期に比べて、その分、織物に関しては取り組みが十分にで

きていなかったというふうなことでございますけれども、その点に関しましては、丹後ちりめん、

和装、洋装の部分で織物でございますけれども、その間には非常に、人材の確保、育成の部分が

非常にできていなかったという部分、それから、丹後ちりめんのＰＲという部分も非常にできて

いなかったというふうに思っております。各種着物にかかわります町内向けの着つけ教室ですと

か、染色体験、また、手機講習とか、そういう部分は幾分やってきておりましたけれども、その

部分だけといいますか、その部分に加えて、そのＰＲ、販路開拓、人材育成という部分、それに

ついて、これから積極的に取り組みを進めていきたいと思っています。その部分では産業振興会

議の中でも順次、検討をさせてもらっていますし、商工会のほうへも企業部を中心に織物業の振

興について、また、ご提案なり、検討をいただいております。また、京都産業２１なんかにもお

尋ねをいたしまして、織物業についてのご意見なりを聞かせていただいてますし、また、今、若

手のグループの中で、与謝野町内の方も入られたＴＡＮＧＯ＋（プラス）というような取り組み

や、それから、大手百貨店、スーパーへの販路開拓で若手の方が販路を開拓されて、そこでいろ

いろな商品をＰＲし、販売をされております。そういう方々の、また、ご意見も聞きながら、ど

う取り組んでいったらいいのかというような部分を今後、考えていきたいというように思ってお

ります。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは、もう一つですね、災害に強い山や川づくり、この防災体制の強化、こ
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れが、いわゆる３７．９％から４５．９％と、これかなりパーセンテージが上がっています。こ

の部分をもっと強化してくださいという町民の皆さんの思いであります。ここは担当課としては、

どこが今、足りないというふうに思っておられますか。 

議  長（赤松孝一） 奥野総務課長。 

総務課長（奥野 稔） 今田議員のご質問にお答えしたいと思います。今、アンケート調査のニーズのこ

とでございます。特に、このアンケート調査を実施している段階では、一般的に災害が最近、頻

繁に起こっております。東日本の大震災をはじめとしまして、集中豪雤といったことでございま

す。そうした中で、それらも反映して、やはり災害に強い安心、いわゆる暮らしの確保といった

面で、こういったアンケートの結果が出ているというふうに思っております。 

今、どこが足りないかといったことのご質問でございます。これにつきましては、私は、まず

第１点には、住民の皆さんが、それぞれ自覚して、どういうように動きを、災害に対して起こし

たらいいのかといったことの、こういった自覚を持っていただくというためのソフト面の、やは

りそういったものが一番大切ではないかと思っております。これは何もハード対策を軽く見てい

るわけではございませんけども、ハードで対応できない部分のソフトといったもののことで、住

民の皆さんが、この防災体制というものを、それぞれ自分のものにしていただくといったことを、

やはりこれからは進めていくといったことが今後の後期の計画においては、特に重要と思ってお

ります。 

さらに申し上げますと、全国的に東日本の大震災の後を受けまして、こういったことも地域防

災の計画の見直し、これは国がマニュアルを示し、また、府が地域防災計画を立て、そうした範

囲内で町の地域防災計画を立てていくということになっております。そうした中でも、いわゆる

地域住民へのそういった災害が起きたときの自分の処し方、それには公が、そういった的確な情

報の伝達をしていくといったことが重要になってくると思っております。そういったことが、今

後、後期については進めていくべきことではないかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 最近は大型台風でありますとか、あるいはゲリラ豪雤、そして、地震も、いつ起

きるかわからない。そして、新たな原子力災害に備えなければならない。非常に災害列島と言わ

れる、この日本でありますけれども、このことについての住民の皆さんの関心というのは、非常

に高くなってきているというふうに思っております。今、総務課長に答弁いただきましたソフト

の充実、やはり基本は、自分の命は自分で守ると、これが基本であります。そこのところを啓蒙

していく、ＰＲしていく。そして、行政が避難路でありますとか、その避難する場所であります

とか、河川の整備でありますとか、公しかできない部分をもっと力を入れてやっていただきたい

と、こういう願いだろうというふうに思っておりますので、今後もぜひ、実現に向けて努力をし

ていただきたいというふうに思っております。 

それから、農業ですけれども、８．７ポイントから１４．８ポイントに上がっています。６ポ

イントほど上がっています。私は農業施策を見ておりまして、非常に頑張っていただいてるんで

はないかなというふうに思っております。いろんな国の施策を取り込みながら、地域に合ったよ

うな形で推進をされております。ここにポイントが上がっておりますけれども、担当課としては、

このポイントというのは、なぜ上がったのかという分析というのか、思いというのがありました
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らお聞かせをいただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをいたします。この農業振興についてのポイントが上がっておるというこ

とでございますが、これはまず、大きく考えられますことにつきましては、農業に経営されてお

る農家さんの高齢化という問題が一番大きな問題であろうというふうに思っておりまして、一番

直近のセンサスの数字でいいましても、今、町の農業経営の経営者の年齢が７０歳代に入ってお

るという状況にあります。確かに農業の法人化も進んできておりますし、大規模経営の個人農家

もふえてきておりますが、片や一方で零細農家は高齢化が極端に進んできておるということで、

やはり農業の将来にどうやって農地を守っていくかという展望が、なかなか見出せないというこ

とが、この辺の数字に結びついているんではないかなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 後継者問題が非常に課題だと、高齢化しているということなんですけれども、そ

の中の一つの施策として研修者制度というのがあります。この町に研修に来ていただいて、そし

て、定着して与謝野町の農業を担っていただく、これも大きな施策の一環でありますけれども、

ただこれ、いわゆるこの地域に来られても住む場所というのが非常にないんですね。そのことに

非常に苦慮されているという現状はあります。やはり人間、住むところがなければ生活をしてい

けないということになります。ほかの町では、このいわゆる研修生に対しての住宅を提供したり、

いろんな形で公が支援をされておるところはたくさんあります。私は、ここはもう一歩踏み込ん

で、そういう施策に展開していく必要はあるんではないかなというふうに思っておりますけれど

も、後期計画の中では、どのようになっていますか。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをいたします。新規就農者の確保の問題だというふうに思っておりますが、

この辺につきましては、具体的に新規就農者を何人ふやしていくというようなことについては、

具体的な数字は上げておりません。ただ、従来から地域農業を支えていく、担い手の確保をして

いくという一環の中で、担い手農家を育成をしていくこと。それから、新規就農者を確保してい

くということについて方針を、そういうことで進めております。それで、きょうまでに与謝野町

内で研修をされた人が２４人ほどございまして、地元に住んでおられるという方も現実にあると

いうことで、この方向については、これからも推進をしていくということで考えております。 

ただ、どういうふうに、その研修者を、住むところをどういうふうに確保していくかというあ

たりにつきましては、地域の事情もございますので、今、進めております京力農場プラン、地域

で話し合っていただいて、地域の農業をどういうふうに今後をつくっていくのかという、そうい

う話し合いの中で住む居住地、あるいは、どうしても地域で確保できないなら、町のほうで、ど

ういうふうにしてくのかというあたりが、今後、地域との、いや農家の皆さんとの、そういうプ

ランを詰めていく中で、いろいろと課題は出てくるだろうというふうに思っておりますので、そ

こまでの具体的な記述はありませんが、そういう方向で考えております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 京力農場プランということで５年後、１０年後の農業をどうしていくかという、

今、プランを作成していただいている最中だろうというふうに思ってます。その中で話し合い、
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議論していくと、このことも大事だというふうに思いますけれども、やはりそれは、もう一歩、

町が前に出て、町が一歩、先んじてですね、そういう施策に取り組むということも、非常に大事

だろうというふうに思っておりますので、ぜひ、お考えをいただきたいというふうに思っていま

す。 

この農業施策の中で、緩衝帯整備の推進、これがあるんですね。それから、もう一つは、先進

的な有害鳥獣対策の研究調査と、この二つ、ほかにもあります。その緩衝帯整備の事業の推進と

はどうものか、あるいは有害鳥獣に対して、どういう調査研究をされるのか、これについてお答

えください。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをします。まず、緩衝帯整備の事業の推進でございますが、これは山際の

すそ野をきれいに刈って、１０メートル程度の、そういう何もないゾーンを設けることによって、

獣が、そこに潜みやすくなる環境をなくするということで、獣の侵入を防ぐということでありま

す。これは今現在、進めております町のフェンスの設置事業をやっておるところと、大体あわせ

てやるようにしておりまして、フェンスを設置をして、その内側を緩衝帯で整備をするというよ

うな方法で、この間、ずっと進めてきておりまして、かなりこれは効果があるというふうに思っ

ております。 

それから、先進的な有害鳥獣対策調査研究ということですが、この有害鳥獣の対策につきまし

ても、非常にいろいろと技術が今、研究をされておりまして、効果的な捕獲方法をいかにやるべ

きかということで、今の捕獲機では１頭しかとれないとか、いろいろとあるわけですが、それを

センサーを使って、一度に大量に捕獲するとか、いろんな技術が開発をされておりますので、そ

ういうものを日々、研究をしていくということで、こういった記述を上げさせていただいておる

ということでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） そうすると、その緩衝帯の整備というのは、今までの事業の延長という考えでい

いんですか。 

ここに二重線が引いてありまして、前期はなかって、今回は上げたということで二重線だと、

新たな記述だというふうには理解はするんですが、何か新しい施策で取り組みをされるんかなと

いうふうな思いがありましたので、質問をさせていただきました。 

農業の課題としては、今、国で非常にどうするのか。ＴＰＰに対して、どう日本が取り組んで

いくのかと、こういう大きな政治の課題というのはあります。それから、この町では豆っこ米を

どう認知させ、どう推奨し、どう売り上げを伸ばしていくのかと、このことが一つには大きな課

題ではないかなというふうに思っております。そのことについて今後どのように取り組みをされ

ていくのか、後期の５年間で、どのような成果を上げたいというふうに思っておられるのか、お

聞きをします。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） まず、５５ページを見ていただきますと、後期基本計画の中の施策のプログラム

を載せさせていただいております。その中で循環農業など、特色のある農業の推進ということで、

その公助のところに、一番下に京の豆っこ肥料の改良という項目を上げております。これは新た
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に今回、起こさせていただいたものでございます。それで一番、これからの課題になるかなとい

うふうに思っておりますのは、委員会の中でもご指摘をされておったところなんですが、京の豆

っこ肥料をいつまでも、あのシステムでつくり続けることができないということも、もう１０年

ほど経過をしておりますので、これをいかに今の豆っこ肥料をベースにしながら改良を加えて新

しい分野に到達をしていくのかということが、今一番大きな課題かなという思いで、これを入れ

させていただいたということでございます。 

それで、今、今田議員からご質問がありました豆っこ米をどう売っていくのか、ブランド化を

どう高めていくのかという問題であろうというふうに思っております。伊藤議員が、この間、委

員会の中でも言われておったんですが、京都の食堂でも豆っこ米を使っておるという表示を京都

市内の食堂でもされておるというところで、かなり広がってきてはおるというふうに思っており

ますが、まだまだの状況だというふうに思っております。それには、やはり魚沼のコシヒカリと

同等のところまで水準を上げていくということになれば、やはり日本の首都であります関東圏で、

どれだけ地位を高めるかということがポイントになるだろうというふうに思っております。そう

いう点では、今年度から豆っこ米、あるいは、丹後のコシヒカリが、この震災の影響等の関係で

関東圏で販売をしていただくというところまで、今いっております。そういう中で、今後、評価

を高めていただいて、価格も引き上げていくというようなことができないかなというのが、今、

農林課として考えておる内容だということでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） もう時間がきますけれども、もう一つお伺いをしたいと思います。このともに目

指すベンチマークの一番下ですね、有害鳥獣による農作物の被害の軽減、これが、いわゆる５年

後には半分にしたいと、こういう計画を持っておられますけれども、この計画についてお聞きを

します。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えいたします。この計画につきましては、平成２９年度で被害を半減をさせ

ていくということでございます。この内容につきましては今現在、地域で精力的に設置をしてい

ただいておりますフェンスの有害獣が進入してくるフェンス、これの整備が、もう大体２３年度、

２４年度、この２年間で町内の大部分で終了をするというふうに思っております。また、２５年

度、若干予定をされておるところもありますが、それが大体でき上がるということになりますと

被害の量が大幅に減ってくるというふうに思っておりまして、ただ、どうしても年々、補修をし

ていかざるを得ないということで破損をした箇所から進入してくるというようなことがあります

ので、完璧にはなくなるというものではないというふうに思っておりますが、その辺の状況を見

据えて、こういった目標を立てさせていただいたということでございます。 

議  長（赤松孝一） それでは、以上で午前の部は終わります。 

１３時３０分より開会いたしますが、途中、休憩中に総務常任委員会が開催されますようでご

ざいますので、総務常任委員会のメンバーの方はよろしくお願いいたします。 

（休憩 午後 ０時１０分） 

（再開 午後 １時３０分） 

議  長（赤松孝一） 休憩を閉じます。休憩前に引き続き会議を再開いたします。 
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質疑はありますか。 

１３番、井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） それでは、基本計画について２、３質問させていただきます。まずは先ほど、誰

か言っておられましたけれども、これをやっていただいた審議会の皆さんやとか、各種団体の皆

さん、大変お世話になりました。我々も、これを参考にさせていただきながら、今後の議会運営

を進めていかなければならないかなというふうに思っております。そこで第１次総合計画で、そ

の中で前期、後期と分けてやっておるわけですけれども、前期の基本計画の検証をする中で、で

きたとか、できてないとか、そして、後期にも同じような文言がいっぱい出てきておるわけです

けれども、同じような文言が出てくるということは、よくいえば、このままで第１次の総合計画

が完成するということでしょうし、見方を変えて悪く言えば、前期でできてなかったから、後期

も同じような文言で続けていくということなのかなというふうに思うわけですけれども、そこで

まず、最初に町長にお尋ねいたします。 

一応、総合計画に沿って前期の基本計画の半分ですね、総合計画の半分が終わりました。終わ

ったということですね。町長として到達度、前期でどれだけ、大ざっぱで結構ですけれども、

何％ぐらいが前期で完成をして、後期ではどういう格好で進めようとされておるのか、町長の見

方と思いがあれば聞かせていただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 何％かと言われますと、非常にそれは、いろんな捉え方があって、施策プログラ

ムの中身によって計画した実施計画がどれだけできたかという、そういう捉え方もあるでしょう

けれども、私自身の考え方は総合計画そのものをつくるときから、先ほども申し上げましたよう

に大勢の皆さんの、町民の皆さんの手をかりて、そして、行政と議会と一緒になってつくってき

たものです。よその町と、どこが一番違うかというと、普通、自助、共助、公助という考え方が

あるんですけれども、私自身が、この総合計画をつくる段階で商助という考え方が入ってきたこ

とが、全くよその町とは違う考え方だというふうに思っております。その文言が入ってきたのは

確かに今現在、町の基幹産業であったちりめん、また、農業が大変厳しい状況にあると、そうい

う中で町の中の商工業者の方たちも、やはり自分たちのことだけではなしに、町全体の中でやは

り経済の活性化が行われることによって町が元気になるんだと、その一翼を我々も担っていると

いう認識を明確にされて、そして、その自助、共助、商助という言葉が入ってきたというふうに

思います。 

これは単に総合計画をつくった時点では、ある意味、皆さんが共通の理念といいますか、そう

した形で協働でまちづくりを進めるということが何げなくぼんやりしていたものが、具体的に前

期の中で論議をされ、そして、それがある程度、中小企業振興基本条例に示されるとおり、文言

として皆さんの具体的なイメージの描ける、そういう条例を皆さんでつくっていただいたという

ところまで来たというふうに思うんです。ですから、そういう考え方で進めてきてはいたものの、

今までは、それが具体的な形として見えてこなかったものが、ある程度、見えてきた、そして、

その進めてきた中で、実際に思いますことは、福祉であっても、やっぱり個人が自分の尊厳を持

って生きるという、まず、そういう基本がなければ、これは成り立たないことですし、そして、

また、共助というのは、そういう方たちを周りの地域や、そういうところで支えていく、また、
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商助という場合には専門的な知識を持った人が、そういう方たちを支えていくんだと、それに対

して、町は皆さんが、そういうふうにいける、生きていける、そういう下支えを町がしていくと

いうことが、今まで行ってきた、いろんな事業展開の中で、そういうものがはっきりと、商助と

は何ぞやというものが見えてきた、それが、私は前期の大きな成果ではなかったかなと思います。 

そういう中で、それらを生かしながら、この後期をもっと明確に、そうした役割分担、責任を

持つ中でまちづくりを、みんなで進めていくんだという、そういう大事な、今回は節目であると

いうふうに思ってます。具体的に、これからということもあるでしょうけど、既にやすらの里の

ような形、また、リフレの里、それから、建設のほうでいえば、住宅改修の取り組み、また、Ｃ

ＡＴＶの、そうした光ファイバー網を引いて、個人のお宅の、そういうものに対して１万

８，０００円の補助をしてきた。そしてまた、業者の方はできるだけ地元の業者を使ってすると

いうような、具体的に行ってきたことが、全部それらの目標である自助、共助、商助、公助とい

う協働のまちづくりに全部つながってくるということは、そういう考えがあって、そういうもの

が今あって、それらが明確につながったということになると思うんです。ですから、そういうや

り方で与謝野町のまちづくり、今後、いろんな課の取り組み、いろんな町民の方の取り組みも、

やはりそうした考えをもとに町民全部が、そうした理念を共有しながら、そうしたまちづくりに

進んでいくということが、今回、この後期計画をつくる上で大きな目標といいますか、指針、考

え方だと思っております。 

ですから、事業が、どこまでどういったか、これは際限なくあると思うんです。そういう考え

方でもってまちづくりをしようということは。ですから、後ろを決めてじゃなしに、ここからま

た、さらに、この考え方を進める中で、与謝野町のまちづくりをしていくんだという、そういう

ことですから、何％ということは言えない。ただ、ここまで来た到達度というのは、非常に大き

な成果があったと、私は思っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 町長が言われるように、この文言については、予算や決算のように数字であらわ

れてくるわけではありませんので、なかなか到達度というのはわかりにくいかもわかりませんけ

れども、町長として、どの程度、予算執行等の中でできたのかなと、というのは予算を提出され

るのは町長しかないわけですね。町長が予算を提出されるということは、いわゆる１０カ年の計

画に沿って提案されて、その分でどこまで到達したかなと、町民の気持ちも含めて、どの程度か

なと、町長がどう感じておられるかなということをお尋ねしたわけです。 

そこで、いろいろな質問、出ておりますし、私のほうから、これ以上質問するというのは、あ

まりないと思うんですけれども、２、３ちょっと聞きたい思います。といいますのは、町長がち

ょうど入院されておられて、その間に議会がありました。そのときに町長が帰られて、皆さんが

きばって、私の気持ちを、町長の気持ちをくんでいただいて頑張っていただいただいておると、

私の気持ちが皆さんに十分伝わっておるというように感じたというような言葉がありました。そ

こで課長さん方にちょっとだけお尋ねしたいと思うんですが、全員じゃないですよ。この中の文

言でお尋ねしたいと思うんですが、１０５ページに最終処分場についてあります。前期では建設

方針を早期に確立しますと、処分場建設方針を早期に確立しますということになっております。 

ところが、後期になると結局、あり方についてということで、私は何か後退したんかなと、こ
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の文言的に言いますというふうに思うわけですけれども、前期は結局、建設方針、新しいところ

の建設方針を確立しますという文言が、今度はあり方についてというような言葉になっておりま

す。これについては、どういうような思いで、この後期のほうは、こういう文言になったのか、

今の現状を踏まえる中で、今後、どう進めるのか、その点についてお尋ねしておきます。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 計画の１０４、１０５ページの最終処分場の建設方針の関係でございます。

この関係では、一つ前のページ、１０２ページの現状と課題の三つ目のポツをごらんいただきた

いんですけれども、５年前の前期の計画では、各処分場の設置から１５年後の年度が、それぞれ

記されております。加悦の最終処分場につきましては平成２４年度、岩滝の最終処分場について

は平成２６年度、野田川最終処分場については２９年度が、それぞれ設置から１５年の年度だよ

というふうなことでございます。このことを前提として、議員、ご指摘の１０４ページの最終処

分場の建設方針を早期に確立するというふうな流れになっておるのかなというふうに思っており

ます。 

そういった中で、平成２４年度の予算で最終処分場の残容量の調査をすることにしております。

この５年間で思うほど埋め立てが進んでないといいますか、順調に、ある意味では順調に埋め立

ての量が減っておるというふうなとらまえ方をさせていただいております中で、今、あります三

つの処分場をなるべく長く使えるというふうな形の中で考えられないかなというふうなことに、

今現在なってきておるというふうなことの中で建設方針を早期に確立するというふうな文言を整

理をさせていただいたというふうなことでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） その下の３Ｒの推進の中で、ごみの有料化という文言が出てきております。これ

は新しく出てきた文言です。委員会の中でもしましたら、何か変な答弁を課長、してくれとった

ことがあったんですけれども、ここで本会議の中でしっかりした答弁がしていただきたいんです

が、有料化にしなければならない理由、それから、有料化をいつ、ベンチマークで、もし上げる

としたらいつごろに向かってやるのか、これは町民に大きく影響しますので、よろしくお願いい

たします。 

議  長（赤松孝一） 朝倉住民環境課長。 

住民環境課長（朝倉 進） 前期計画でいきますと１０４ページの施策方針の（１）の四つ目の丸にごみ

の有料化を検討しますとあります。後期のほうでいきますと、１０５ページの（２）環境３Ｒの

推進の丸の二つ目に、ごみ処理の有料化を検討しますということでございます。委員会でご説明

をしたことの繰り返しになるかと思いますけれども、尐なくとも事業系のごみにつきましては、

今は宮津市の焼却施設を使わせていただいておりますので、宮津市の事業系のごみのように、直

接搬入をして有料で処理をするというふうなことが、与謝野町からは直接搬入ということが認め

られておりませんので、その点で事業系のごみは町の指定ごみ袋で無料で回収をしていただいて

おるというのが今の現状だろうというふうに思っております。 

これが新設となりますと、今、考えておりますのは一部事務組合方式で１市２町の施設となり

ますので、当然ながら事業系ごみにつきましても直接搬入ができると、そうしていきますと、事

業系のごみについては新設が完了しました暁には、ごみの有料化というふうなことを考えていく
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べきだろうなということが１点でございます。あとごみの有料化の関係では、丹後の２市２町で

は京丹後市と宮津市さんが既にされております。それで新施設が建設されますまでの間、その一

般の可燃ごみについても、ごみの有料化をすべきかどうかということを慎重に検討はしていくこ

とになるというふうな思いの中で、ごみの有料化を検討させていただくというふうなことにして

おるところでございます。そのようにご理解がいただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 次に、建設課長に１０９ページの耐震化の問題です。これ急がなければならない

というのはよくわかるんですけれども、公共施設をはじめ一般住宅の耐震化を急ぐ必要がありま

すという中で、耐震化について耐震改修工事の支援に努めますという文言が出てくるわけですけ

れども、この個人住宅については、従来から京都府の補助だとかあるわけですけれども、この改

めて、ここに改修工事の支援に努めますということの内容について尐し、もしわかればお願いを

いたします。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えをしたいというふうに思います。今の、この支援という部分につきまして

は、今、国、また京都府、それから、町ということで補助をさせていただいております。そのこ

とを今後も続けていきたいというふうなことから、こういうふうなことで。 

１ ３ 番（井田義之） 新たにというわけではないの。 

建設課長（西原正樹） いうことではございません。また、議員もご承知のように、簡易耐震改修という

ふうな要綱もつくらせていただいておりますし、屋根の軽量化だとか、そういった部分について

は、そのような新しい助成制度をつくっておりますので、そういったこともご活用いただきたい

というふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 私も耐震診断は我が家でもしていただいたわけですけれども、補助もいただきな

がらしたわけですけれども、なかなかあとの補強というのは難しいというのが、私の個人的な部

分ですけれども、だから、その辺のところを何か、いい施策等があれば利用されるのかなという

思いで聞かせていただきました。 

次に、１１９ページですけれども、分譲宅地の件が出てきます。ベンチマークで２９年度には

ゼロ区画にということで上がっております。目標としては高く持つほうがいいということかもわ

かりませんけれども、実際に、これゼロ区画までいけるのかどうか、その辺の課長の見解、ゼロ

を下げるというたら難しいかわからんけども、お願いをいたします。 

議  長（赤松孝一） 西原建設課長。 

建設課長（西原正樹） お答えさせていただきます。今の分譲地の関係につきましては、いろんな、議員

のほうからもご意見をいただいておりまして、町でも一定、見直しをさせていただくというふう

なことで、今回、紹介制度をさせていただいております。この目標値はゼロというふうにさせて

いただいております。できるだけ売っていきたいというふうな意気込みで、こういった数値をさ

せていただいておるということでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） 頑張っていただきたいと思いますし、我々も協力できれば協力をしていきたいな
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いというふうに思います。 

次に、同じあれなんですけれども、副町長にお尋ねいたします。この都市計画を含む土地利用

計画の検討というような項目も、その上の枠の中でパートナーシップで取り組む施策プログラム

の中にあります。私ちょっと角から角まで、きちっと見ていないのでわからないのですけれども、

遊休地の問題ですね、前にも、私、質問させていただきました。この町が抱える遊休資産につい

てのことについては副町長にお尋ねしたいんですけれども、この中に出てきておるのか、出てき

てないのか、出てきてないとしたら、どういう格好で進めようとされておるのか、今回の後期計

画の中に入っておるのか、お願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 町の未利用、遊休資産の活用についてというご質問ですが、繰り返しお答えして

ますように、合併に伴いまして旧町が保有しておりました遊休資産、未利用資産は非常にたくさ

んございます。合併以後、若干は売却、あるいは、新たな貸し付けに至ったものがありますが、

まだまだ、多くの未利用のものがございます。委員会を設けておりまして、その中で検討を進め

る中で区分を設けて売却できるものは売却していこうということで、売却の前提となる不動産鑑

定を行いまして売却に努めているところでございます。 

なかなか毎年のように、その成果があらわれておるという状況には至っておりませんが、基本

的な考え方は売却、もしくは有償で貸し付けをというのが基本的な考え方でございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） ということは、念を押しますけれども、都市計画を含む土地利用計画の検討とい

うことには入っておるけれども、進めることについては間違いないけれども、後期の基本計画の

中には、その文言については具体的には、どこにも入ってないというふうに理解させてもらった

らよろしいですか。逆に言えば、入ってないけれども、進めるということで理解したらよろしい

でしょうか。 

議  長（赤松孝一） 堀口副町長。 

副 町 長（堀口卓也） 後期の基本計画の中には直接の記述はございませんが、考え方は、先ほど申し上

げましたように、非常に町の財政も厳しい中で、利用できるものは利用していこう、売っていけ

るものは売っていこうという考え方は従来どおりでございます。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） あと一つ、先ほど糸井議員が言われました、住宅のマスタープランとストック総

合活用ですね、私も糸井議員と同じように、やっぱり住宅のマスタープランが優先するんやない

かなということだけ申し上げておきます。 

あと１点、１６１ページに幼保一体化の検討というのがあります。これは町長に、この間、委

員会では聞きましたので、町長にお尋ねをいたします。施策プログラムの一番上の枠ですね、幼

保一体化の検討ということであります。これは幼保というのは、教育委員会と町長部局のほうの

一つに話ができなければできないということで、この間の一般質問等でも出ましたし、いろいろ

な中で出ておるわけですけれども、岩滝の幼稚園の問題、それから三河内幼稚園の入所希望者と

いうことで、今ここで、私は検討という言葉で意気込みというのか、今後の進め方というのが全

然、伝わってこないわけですね。ほかの項目を見ますと実施をしますとか、それから進めますと
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か、推進しますとかいう言葉なんですね。これがここにも、私はあるべきやないかなというふう

に感じておるわけです。これを見る限りにおいては、そんな検討をするような時間的余裕はない

と、とにかく進めなければならないということやろうというふうに思うんですけれども、町長の

考え方を伺っておきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 教育委員会のほうから学校等の適正規模、適正配置の、そうしたものの答申をい

ただきまして非常に長い間、時間がかかっておりました。それについては、やはり就学前の子供

たちの、そうした保育や教育をどうするかというところが具体的にきちんと、庁内では、ある程

度の考え方を持っておりましたけれども、それをやはり住民の方たちの意見も、やはり聞く必要

があろうかというふうに思いますし、それがなかなかできていなかったというのが事実でござい

ます。一定の考え方は持っておりますけれども、それをやはり、この平成２５年度の新しい年度

に、やはり住民の方たちの意見も聞いて回る、そうしたことの手続が必要かなというふうに思い

ますし、その後、どういった方向性を見出すかと。ただ、その中で岩滝の地区の場合は、岩滝の

幼稚園と、それから保育所が非常に近い場所でありますし、一番急がれる岩滝幼稚園が非常に、

やはり今、修繕をするのか、改修をするのか、建てかえるのかという大事な時期ですけれども、

一番新しい取り組みをやろうとしたときに、非常にしやすい地区であるというふうに思いますの

で、できれば岩滝幼稚園と保育所、それを一体的に、どういう形で進めていくか、本来は全体を

考えた中でしなければならないのかもわかりませんが、幸い岩滝幼稚園と三河内幼稚園しかあり

ませんので、そうした中で、どうするのかということを考えたときに、やはり岩滝の幼稚園、保

育所を全面的に改築をして、そして、新たなモデル地区として、そうしたことを進めていくのが

必要ではないかと思っております。 

ですから、本来ですと、そういったものも全部含めて住民の皆さんに問うということになろう

かと思うんですけれども、それを進めながら、なおかつ、そうした問題のある地域については取

り組めるところから取り組んでいきたいと、これにつきましても、やはり全体的な中で皆さんの

意見も聞く必要があろうかと思いますけれども、私の思いとしては、そういう思いです。 

４０何年前に町議会に出させていただいたときのテーマが、私自身は自分の経験から幼稚園と

か保育所ではなくて、子供たちの生活に合った、そうした幼保一元化された、私の場合は私立で

あったから子供たちは、そこでできたんですけれども、やはり私立になりますと、どうしても金

額的に高くなります。そうじゃなしに、やはりこの町の子供たちを育てる大切な施設ですので、

できれば町としてきちんとした環境づくりを進めることが、まず、子供たちに安全な場所を提供

する、そういう大事な役目ではないかと思っていますので、私自身の考え方の中には、そういう

ものがありますけれども、それを皆さんとともに一定の方向づけをしていくために検討という言

葉を使わせていただいたのは、そういう理解がないと、つくりましても、つくるのは簡単ですけ

れども、やはり自分たちのものにはならないと思いますので、そういった点を、まず取り組んで

いきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 井田議員。 

１ ３ 番（井田義之） けさ、訂正がありました中でも、結局、小中連携の積極的な推進という言葉が出

てくるわけですね。ところが、この部分だけ検討だということ、それから、もう一つは、きのう



－362－ 

区長会がありました。区長会の中でも幼保のことは出とったんですか、私は出てなかったんかな

というふうに思いますので、そういうことをしっかりとつかまえていただきながら、進めていた

だけたらありがたいということで、推進をお願いしたいということであります。以上で終わりま

す。 

議  長（赤松孝一） ７番、伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） それでは、たくさんの方がされましたが、重複もあると思いますけども、よろし

くお願いしたいと思います。 

まず初めに、１年間にわたる審議会の協議ということで、大変ご苦労さんでした。改めて委員

の皆さんにお礼を申し上げたいというふうに思っています。 

そこで、１点目は入り口といいますか、総合計画の策定の問題について、やり方といいますか、

この点についてお伺いしたいと思うんですが、先ほどから、まちづくりアンケートが４割強とい

うことですし、パブリックコメントに至っては１人だったということなんですが、この間、町長

自身もおっしゃっておったと思いますが、住民参画のまちづくり、住民とともにつくるというこ

とを目指してきたんではないかというふうに思っているんですが、こういう角度から見て、この

４０％とか、１人という、この結果をどういうふうに判断されているのかというあたりでありま

す。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。住民アンケート４０．８％ですか。それから、パブコメ

につきましては、お１人、４件のものであったということでございます。 

まちづくりアンケート４０％といいますのは、数字的には低く見えるようなところもあるわけ

ですけれども、一応、アンケートの有効性からいえば、当然それは有効というふうに言えるだろ

うというふうに思っております。この回答率を引き上げるのは、なかなか難しい点がございまし

て、その点については、決して高くはないと思っておりますけども、有効な数字ではあるという

ふうに思っております。 

それから、パブコメにつきまして、お１人ではございましたけれども、これも午前中申し上げ

ましたように、いろいろな手段を使って、広報をさせていただきました結果、そういうことでご

ざいましたので、その点については、若干尐なかったという印象は持っておりますけれども、こ

れはこれでいたし方ないのではないかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 私は、やっぱり、この計画づくりが行政の中で行われてるということの啓発活動

といいますかね、そういうことがやっぱりもう尐し工夫がいったんではないかというふうに思っ

ておるわけです。 

そこで、私、今申し上げたように、住民参画等で町民とともにつくっていくという、この趣旨

からしてですね、かつて加悦町で、こういうことが行われたことがあるんですね。まず、総合計

画をつくるんですが、各区ごとに、そういう計画を５年、１０年計画みたいなのをつくってやろ

うということで、総勢、私の記憶違いかわかりませんが、２００～３００人程度だったと思うん

ですけども、それほどの住民の皆さんに各区で寄ってもらってですね、我が地域の、この集落の

村づくりというか、計画づくりを進もう、やろうというようなことをやってですね、まさに住民
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の皆様に行政に参画する機会を促すといいますか、こういう取り組みをしてきたということがあ

ります。 

私は、この考え方というか、このやり方というか、手法はですね、私は今後に、やっぱりぜひ

生かしていただきたいなと、こういうことは。もちろん全部そのまねを、物まねのようにする必

要はないんですが、そういう、いわゆるみんなが参加できるような工夫ですね、こういう点での

工夫は今、後期計画がつくられて、決まろうとしてるわけですから、これから先の５年後という

と、ちょっと長いスタンスなんですけども、今後にやっぱり生かすような工夫も要るんではない

かと思うんですが、企画財政課長の見解をお願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。旧加悦町当時のご紹介もございました。できるだけ多く

の方々の参画のもとに、こういったまちづくりの計画がつくられていく、進められていくという

ことは非常に大事なことだというふうに思っております。しかしながら、町も合併をしまして、

尐し大きな町になりましたので、その辺、昔と同じような形にはなかなかならないのではないか

というふうに思っております。そういう中で、この総合計画の審議会の委員さんにおかれまして

も、いろいろな分野の方々にご参画をいただいて、構成をしていただいております。 

また、公募の推進ということで、委員の公募も行って、直接そういった会議に出席をして参画

していきたいと言われます方については、積極的に、そういう方法を取り入れていこうというこ

とで、今後も、そのような方法をとっていかなきゃならないというふうに感じております。考え

られるいろいろな方法で住民参画、これを広げていかなきゃならないのではないかというふうに

考えているところでございます。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 次の質問ですが、今の総合計画を今後、どう見守っていくか、どう進めていくか

にかかわって１、２点、質問をしたいと思っています。ご存じのように尐子高齢化のもとで、日

本社会は大きく発展をしてきている反面、この一方で労働法などの改正や、働く者の労働環境や

低賃金が構造化されるという大変厳しい社会情勢のもとで、かつてない深刻な暮らし、国民のな

りわいが厳しいものが強いられていると、このために住民の要望というのは非常に複雑で多様化

して高度化しているというような言い方がいいのかわかりませんが、ですから、これから、そう

いういろんなニーズに応える、対応するためには、住民対応するには、これは以前にも申し上げ

たことがあると思うんですけども、一つの課、各課の担当だけでは、もう事が済まないことにな

っているということは繰り返し言ってきたところです。 

そこで、私は大事なことは、もっとその対策チームといいますか、こういうチームを組んだ対

応が、対策室みたいなのが要るんではないかというふうに思ってるんです。もう省略して、こう

いう結論じみた質問をしているので、要約は大体わかっていただけると思うんですけども、企画

財政課長、いかがでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。なかなか議員がお望みのとおりにはいってない向きはあ

るのかもわかりませんけれども、実際、私ども業務をさせていただく上では、いろいろと関連す

る課がございますので、そこと連携をして、物事を進めさせていただいているという、そういう
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実態は現にございます。 

例えば、今回の基本計画の改定に当たりましても、例えばＤＶ被害の件でございましても、福

祉課のほうで担当する分野と、それから、私の男女の共同参画を担当する企画財政課と、それか

ら、ほかの町との連携も含めて一緒にやらせていただいていると、連携をとってさせていただい

ているというところもございます。 

そのように、それは一例でして、ほかの分野でも、やはり常々から連携をとりながら、させて

いただいておりますので、それはそれなりに一つのプロジェクトチームとまではいきませんけれ

ども、非常に大事なことだということで職員も、そこは意識しながら仕事をさせていただいてい

るのではないかというふうに思っております。 

それから、まちづくり本部会、課長級以上で組織をいたしておりますけれども、ここの機能を

有効に活用していかなきゃならないということで、町長からも定期的に課題を吸い上げながら開

催をしていくべきという指示もいただいておりまして、大体、月に１回ペースで、それぞれの課

に課題を上げていただきまして、みんなで一緒に討議をしていくということによって、その課や

担当者が抱えている、そのことについて、解決の道筋を、そこでつけていくというようなところ

もあるんじゃないかなというふうに感じているところでございまして、一つ一つのことについて、

チームをつくってというとこにはなかなかいかない部分もございますが、そのような形で協力し

て業務を進めさせていただいているという実態はあるのではないかと思っております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 今、課長が答弁していただいて、僕自身も満足はしてるんですけども、総合計画

でいうとね、１１９ページに今、課長が答弁した中身だろうと思いますが、いわゆる協働で進め

るまちづくりの中で（２）の効率的な行政運営１９１ページです。その冒頭に、後期計画の冒頭

に②に書かれている中身が、そういうことでないかということに思います。横断的な組織的運用

を図るということですね、プロジェクトチームを編成するなどという書き方をしているので、そ

ういう中身を踏まえた記述じゃないかというふうに思っています。 

ここで私、この間、委員会でも説明を受けたりする中で、議長との話もしながら、新しいアド

バイスも受けて感じたところなんですが、私自身も問題視も持っていたんですけども、実は総合

計画の策定で、ここにも書かれてますが、これは現場での対応の問題ではないかと思うんですね。 

私は、総合計画を、どう実践させていくか、どう見届けるかという点で言えば、その推進の対

策室というような、全体を見るですね、そういうものの担当がいるんではないかというふうに思

っているんですが、町長、これはどうでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そういう考え方もあるかと思いますけれども、毎年いろんな新しい予算を立てる

前等々におきましても、それぞれの課で自分たちの、この総合計画並びに、それの実施計画あた

りのチェックをして、そして、それを次の新年度の予算、あるいは新年度の施策に生かしていく

というようなことを、それぞれやっております。 

それらを持ち寄った中で、その中でも、特に問題のあるようなことは、まちづくり本部会で検

討をする、あるいは、いろんなみんなの意見を聞いてやるという、そういう形が、やっとできか

けてるのかなというふうに思いますので、なかなか室をつくったり、チームをつくったりという



－365－ 

ことになりますと、とても追いついていかないこともあったりしますので、今の状況の中では、

問題があったときには、その所管課だけではなしに、関連する課も集まって、よく町長室でいろ

んな打ち合わせをするんですけれども、そういう形でスピーディーに物事を進めていくような形

で、今のところ進めております。 

一つのご提案として、今後の課題といいますか、一つのご提案として受けとめさせていただき

たいというふうに思います。 

今のところ尐なくなる人数の中で、また、この庁舎が、これだけ離れている中で、本当であれ

ば、顔を見たらすぐにできることが、なかなか日を改めて、みんなが会うときという、そういう

時間設定をしながらやらなきゃならない、そういうもどかしさもありますので、それらをどう解

決していくかということは物理的なこと、時間的なこと、また、そうした対応の仕方についても、

それぞれ工夫が、まだまだ必要かなというふうには思っております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） 直接、今言ってることとの関係ではないかもわかりませんが、前向きにとってほ

しいんですけども、やっぱり、例えば担当課の中でお話をしてても、やっぱり非常に切実にとい

うか、非常に密接につながった部分については、わからないというような部分も多々見受けられ

ることがありましてね。やっぱり、そこが一つのどういうんですか、分担制がひかれている、今

の現在の、そこを乗り越えていかなきゃいけない。もちろん何でも知っておかなきゃならないと

いう言い方をされると、これもう困るだろうと思うんですけども、そこが一つ感じたということ

と。 

それから、もう一つは、私、職員が確かに町長の立場からいうたら、今の答弁でいいと思うん

です。仕方ないだろうと思うんですが、職員が減るということについて、が、いないからという

話がありますが、この間、一月ほど前の議会懇談会の中で、本当に大事なことであれば、職員を

減らさなくてもいいということを堂々と言いなる方もおってね、それは大切はことなんだから、

大いにやっぱり職員配置したらいいと、配置がえも含めて考えるべきだというようなご提案を改

めて聞いて、住民の中には、みんな減らせ、減らせとは思ってないんだということを感じた、改

めて感じた次第です。ですから、私は今いった対策室にこだわるつもりはございませんが、そう

いう立場をですね、非常に大事なんではないかというふうに思いますので、この点を述べて、次

の質問に移りたいと思います。 

二つ目の質問は、実は総合計画をずっと見させてもらって、見当たらないので、企画財政課長

にお伺いしたいと思います。本町は、議会で非核宣言自治体として。鳴りました。時間がありま

せんね。 

これは項目として、ないんですけども、たくさん言いたいことがあるんですが、この点は、企

画財政課長、どういうふうに受けとめたらよろしいでしょうか。もう一つ言います、前提でね、

もう終わりますから。 

既に非核平和の取り組みは、町長自身も行われているし、それから、核実験をされたときには、

議長との連名で抗議文も送られているというような取り組みもあるわけですね。私は、それはト

ップだけの話でなくて、全町民的な願いとして取り組むべきだというふうに思っているんですが、

項目立てがないことについて、前期からなかったようですが、その点を課長にお伺いしときたい



－366－ 

と思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。いわゆる非核平和という記述につきましては、直接的に

今回の後期基本計画にも、それから当初の前期基本計画にも、その記述は明確に書いてはおりま

せん。このことにつきましては、当然のことながら、国民も町民も既に非核平和という取り組み

については、根づいているものというふうに思っておりますので、書かれていないから、その精

神を放棄するとか、取り組まないとか、そういうことではないというふうに思っております。 

当町でも、もう尐し広い取り組みでいいますと、民間の方々の手によって、日中友好協会、あ

るいはウェルズアベリスツイスとの交流協会があって、それぞれ世界平和ですとか、国際理解で

すとか、そういうことについては、活動していただいておりますので、そういうことにおいて戦

争の歴史ですとか平和、こういうものについて派遣された高校生の報告を聞いていましても、そ

ういった言葉をはいて報告をしてくれておりますので、住民の皆さんの中には、平和を願う気持

ちというのは十分根づいているというふうに思っておりますので、今後も、そういうところで進

めていくという、そういう精神は非常に大事だろうというふうに思っております。計画には書い

てございまいませんけども、そのような考え方をいたしております。 

議  長（赤松孝一） 伊藤議員。 

７  番（伊藤幸男） ぜひですね、次の第二期には、こういう項目立てもはっきりさせて、まさに先ほ

ど戦争の話もありましたし、非核の問題もありましたが、やっぱり戦争というのは最大の人権侵

害ですから、国民生活まで破壊するということですし、また、核そのものが、ご存じのように人

類と共存できないものですから、これは今の到達なので、核兵器そのものがということで、お願

いしときたいと思います。 

議  長（赤松孝一） ここで４０分まで、議会運営委員会を、追加議案の件で設けますので、４０分ま

で休憩をいたします。 

議会運営委員の皆さんは、議員控室のほうによろしくお願いいたします。 

（休憩 午後 ２時２１分） 

（再開 午後 ２時４０分） 

議  長（赤松孝一） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

４番、杉上議員。 

４  番（杉上忠義） それでは、与謝野町総合計画につきまして、後期基本計画（案）でございます。 

２ページの基本計画の作成に当たりましてに趣旨が書いてございます。注目すべきは町の将来

像として掲げた「水・緑・空 笑顔かがやくふれあいのまち」としてあります。行政視察に行き

ますと、よく似たキャッチフレーズが書いてございます。 

本町においても、こういうことが書いてあるわけですけども、先ほどからの議論で、中小企業

振興基本条例で地域をつくるということが基本になっているとすれば、京都大学の岡田先生、た

くさん本を書いておられまして、なかなか全部読めませんけども、根底にあるのは大規模投資と

企業誘致こそ地域経済の発展の源とする方策は、地域を元気にしなかった。地域内の連携を強め

て、再投資する力量をつけることで、地域経済を活性化していくことが大事だというふうに書か

れております。こうした考え方を具体的にいいますと、自然との共生による一人一人の人生を大
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切にした持続可能な地域をつくるのが、岡田先生の基本的な考え方というふうに思っておるとこ

ろでございます。反面ですね、新自由为義的グローバルリズムに対しては、かなり批判的に書か

れておるところでございます。一部の大企業の短期的な経済性、効率性を第一にするのかという

批判もされております。 

しかしながら、近年、都市でも農村でも国民の生活を第一とした人間、人々を中心にした、働

くことを軸とする安心社会が政治に求める声が大きく広がったところでございます。こうした考

え方で、本町の基本計画はつくられたのかということを取りまとめられました、企画財政課です

か、にお尋ねしてもいいんでしょうか。町長、お願いいたします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 総合計画を一番初めにつくりましたときを思い出していただけたらと思うんです

けれども、合併しまして、新町まちづくり計画というのを、まず、合併するためには総合計画の

ようなものを出さなければならないという、その段階で大勢の皆さんの力をかりる中で、この協

議会、合併協議会の中で、この新町まちづくり計画というのを立てました。そのときに持たれた、

その将来像が、「水・緑・空 笑顔かがやくふれあいのまち」という、そういうキャッチフレー

ズといいますか、将来像だったわけです。それをもとに、新しい町になってから総合計画がつく

られましたが、基本となるのは、その新町まちづくり計画であって、非常に、そのころにはまだ、

ある程度の１市４町のときに考えていた、いろんなまちづくりの中で、とりわけ３町が一緒にな

ったときの基本的な考え方を、その新町まちづくり計画の中に掲げてあったわけですけれども、

その当時から、やはり自然と、そして人を大切にした、そんなまちづくりをというのが皆さんの

希望であったかと思います。 

ですから、新町の、このまちづくり総合計画も、それを基本にしたところから出発しておりま

す。その中には、考え方として、やはり自然と共生していくような、そういうまちづくり、また

人を大事にするような、そうしたまちづくりをということで、まさしくおっしゃいました考え方

で進んできたのが、この与謝野町のまちづくりではないかと思います。 

大企業といいますか、そうしたものじゃない、ほとんどが中小企業、それも零細企業であるこ

の町の中で、やはりまちづくりをしていくときのことを考えますと、やはり今ある財産を、宝物

を掘り起こして、もう一度それに光を当て、再生していくということが、この町の皆さんの、大

勢の方の思いではないかというふうに私自身も思っております。 

お答えになったかわかりませんが、そういうものの考え方のまちづくりを進めていくというこ

とでございます。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 自然との共生によるまちづくりは重要だというふうに思うんです。岡田先生の考

え方もよくわかります。 

しかし反面、今、言いました成長分野ですね。健康、環境、イノベーション、あるいは今、重

要な再生可能エネルギー、観光、こういった力強い成長、成長分野についての記述といいますか、

計画がどうしても弱いんじゃないかというふうに思っているところでございます。それは、先ほ

ど伊藤議員がおっしゃいましたように、なぜならば、観光と農業と連携した取り組みだとかいう

のが非常にできてないと、弱いためだというふうに思います。 
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そこで、どうしても、よその町にでもありますように、例えばですけども、総合まちづくり振

興室のようなものがあって、そこで推進する、計画を立てるというのに欠けているんではないか

というふうに私は思うんですけども、先ほど伊藤議員が盛んにおっしゃいました、この点につき

まして、再度お尋ねしておきたいというふうに思います。ぜひとも総合庁舎化してですね、役場

の機構を改善されるときは、ぜひ、そういった分野が必要ではないかというふうに、私は強く思

うところでございます。 

もう一つ、ずっと朝からの議論を聞いてますと、こういった考え方もいいんですけども、何だ

か昭和のよき時代の明るい農村のイメージもしないわけでもないんです。力強い成長という町が

見えてこないのも事実ではないかというふうに思っているところでございます。この点について

お尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） まず、先ほども申し上げましたように、決して、一つの部署でやっていこうとい

う考え方ではなしに、町のほうも、やはり町全体で、それに取り組んでいくと、それについては、

例えば、観光そのものであれば、商工観光課が中心になって、農村と関係のあることであれば農

林課とのコラボ、また、そのほかのところとのタイアップ、いろんな課題については、それぞれ

が、そのときそのときにチームといいますか、この問題については、やはり一緒に考えていくと

いうような、そういう体制で進んでおります。 

ですから、室ということではないんですけども、その全体を、やはり取りまとめているのは企

画財政課で、こういう問題がある、それについては何々課と何々課と一緒に集まって、このこと

について検討しようとか、そういう形で進めておりますので、現実的にはおっしやるような形で

所管課が中心になって、そうした対応をしてるというのが現在の状況でございます。 

明るい農村という感じということですけれども、決して後戻りしているということではないで

す。進み方は遅いですけれども、尐しずつ、やはり前進しているということだと思います。その

ことについて、せんだっても、私自身もそう気づかなかったんですけれども、やはりよその方か

ら見た場合、そういう循環型の農業を考えたり、それをまた、販売していくような形を考えたり、

非常に町ぐるみで、それに取り組んでいるというような姿を、よその方は感じておられるように

思っております。 

ですから、農林課と商工観光課が一緒に出向いてやるというようなこともありますし、いろん

な形での柔軟に対応を、言いかえれば柔軟に対応しているということではないかというふうに私

自身は考えております。ですから、大々的にどこかの企業を呼んで来て、そして雇用をふやすと

いうのも一つの方法でしょうけれども、与謝野町のやり方としては、そうではなしに、地域で循

環していく形、要は、今あるものを生かして、そして、それに光を当てて、それに対して住民の

人も一緒になって、まちづくりの一つの形として、そういうものを進めていくというのが、与謝

野町流のやり方だというふうに理解しております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） それでは、具体的な内容につきましてですけども、読ませていただきまして、非

常に弱い部分は定住支援、定住化促進施策が非常に弱いんじゃないかというふうに思っておりま

す。特に尐子化対策、過疎対策、非常に重要でございます。 
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例えば、篠山市ではですね、重伝建を売り物にいたしまして、定住支援、定住促進重点地区を

つくって、施策を行われております。若者の定住住宅の補助、子育て応援補助、踏み込んでいき

ますと、税制の問題で固定資産税を軽減するとかという具体策が打ち出してあるところでござい

ます。どこが推進するかといいますと、先ほどから問題になってますけども、篠山市政策企画課、

篠山に住もう帰ろう室という、こういう具体的な担当課がございまして、施策を推進するという

のが非常に重要ではないかというふうに思うわけでございます。 

最後の質問になりますけども、例えば、今の定住促進を与謝野町でやろうとすればですね、一

体全体、どの課が、どうして力を合わせてやるか、全く見えてこないわけですけども、この点に

つきましてお尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今おっしゃるように、どの課がということではないというふうに思っております。

建設課であったり、あるいは商工観光課であったり、また、農林課も関係してくるかというふう

に思いますし、それらの課が集まって促進していく、そのための空き家の調査をしたり、それか

ら農家の方たちの思いや、そういうものも、それぞれの課で集約して、それをやはり持ち寄った

中で、それを進めていくということになろうかと思います。具体的な形として、それを推し進め

る推進室か、課というものはありませんけれども、全体の総合計画の中にあるテーマを推し進め

ていくためには、そういう、それぞれの関係課が集まって協議をしてやっていくという、そうい

う形になっているかと思います。 

ですから、こちらの指示が、まだ、そこまで行き届いていないということもあろうかと思いま

すけれども、今回の総合計画の後期基本計画の中で、今後、推し進めていくことについては、も

う一度チェックをし直して、それらについてどういう時期に、どういう形で進めていくかという、

そうした戦略も立てる必要があろうかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 今聞いてますと、やはり無理があると思うんです。ぜひとも、機構改革の折は、

こういった施策を推進する強力な担当課を設けていただきたいというふうに思うところでござい

ます。 

かわりまして、大江山は国定公園にされてるわけですけども、福知山市は、大江山千年の森構

想とかいうのがあるんですけども、ここに百年先を暮らす林業というのがあるんですけども、こ

の大江山についてですね、何一つ出てこないのは、いかがなもんかと思うんですけども、農林課

と商工観光課にお尋ねします。 

議  長（赤松孝一） 永島農林課長。 

農林課長（永島洋視） お答えをしたいと思います。農林課のほうでは、林業の分野について、その部分

を担当をさせていただいておりますが、これはあくまで産業、木材を育てることによって生み出

される産業としての捉え方をしておりますので、観光として、どう大江山を位置づけていくかと

いうことにつきましては、商工観光課のほうが担当をしておるというふうに思っております。 

商工観光課長のほうから、お答えをさせていただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。文言が一つも出てこないというような表現でございましたで
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しょうか。８１ページの（１）のところで、①に尐し掲げさせていただいておりますし、８５ペ

ージのプログラムの中でも右の公助の部分で、一番上の黒い丸で尐し掲げさせていただいており

ます。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 先ほど見てますと、大江山を歩く、天橋立、丹後大江山国定公園でございます。

ぜひともですね、こういう立派なパンフレットもできてますので、大江山についても、いろんな

角度から取り組んでいただきたいというふうに思います。こうした計画ができたとするならばで

すね、京都市の場合は５，０００万人観光都市というのが、パンフレットができ上がっておりま

す。これを実行するために１００の推進施策ができておるわけですね。本町の場合は、どういう

推進施策が打ち出される予定になっているんでしょうか。企画財政課長ですか、お尋ねいたしま

す。 

この基本計画を推進する施策、例えば京都市の場合には１００の施策が並んでおるわけですね。

本町の場合は、どういう今後、推進施策が出てくる予定になっとるんですか。これを実現するた

めの。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えになるかどうかわかりませんけれども、答えさせていただきます。こ

の基本計画の推進に当たりましては、この基本計画の中でも施策プログラムをやらせていただい

ておりますので、この項目に沿って、それぞれ具体化をしていくということになろうかというふ

うに思っております。 

さらには総合計画、基本計画のもとに実施計画を３年ごとに立てまして、推進をさせていただ

いておりますので、それらの実施計画の中で推進をしていく一つ一つの事業が明確になっている

のではないかというふうに考えております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） それから、新聞に報道されたわけですけども、この与謝野町の総合計画（案）が、

織物業の活性化ということが大きく出ました。この中で数値目標がうたってあるわけです。

３０万反を、丹後ちりめんの生産量を維持するというのはですね、その本町、与謝野町だけで取

り組めるものかという、非常に疑問に思うわけでございます。これはやはり丹後全体であり、室

町との関係も大きくあると思うんです。 

この広域行政をうたいまして、広域で取り組んでいただかなければならないことは多々、特に

商工観光課では多いと思うんですけども、この辺の広域行政の推進につきまして、広域観光の推

進につきましてお尋ねしときたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。尐し観光の部分でありましたり、先ほどのベンチマークの部

分は織物業でありましたりということでございますが、織物業につきましては、丹後織物工業組

合ですとか、京都産業２１などと連携をさせていただきまして、織物業の活性化に頑張っていき

たいというふうに思っております。 

それから、観光につきましても、近隣の、与謝野町の観光協会を中心に近隣の観光協会、また、

丹後広域観光キャンペーン、それから大江山観光開発協議会などと、大江山でしたり、それぞれ
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の観光スポットでしたり、そういう部分で連携をした取り組みを、これまでは前半、前期５年な

かなか取り組めていなかった部分も多々ありますけれども、この５年間で順次、なかなか進まな

いと思いますけれども、進めていきたいというふうに思っております。 

すみません。また、舞鶴港、京都舞鶴港の部分も広域ということでございまして、今、取り組

みの中では舞鶴、綾部、福知山も含めましたエリアで、また、京都府北部地域ということで、観

光、また、北部の活性化という部分で取り組みが進められていっておりまして、そういう部分で

も連携をしながら取り組んでいきたいと思っております。 

議  長（赤松孝一） 杉上議員。 

４  番（杉上忠義） 締めくくりになりますけど、この計画が推進されるとするならばですね、途中経

過で検証する町民会議のようなものが設置されて検証されるんでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。総合計画の進捗につきましては、総合計画審議会のほう

にご報告をして、その進捗状況を検証していただくということが基本になろうかというふうに思

っております。 

ことより、それにご提出をさせていただくまでに、庁舎の中でまちづくり本部会などで、それ

ぞれの意見を出し合って、検証をしながら進んでいくという形になるのではないかと思っており

ます。 

４  番（杉上忠義） 以上でございます。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

６番、宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） それでは、後期基本計画の質問をさせていただきます。 

７１ページの織物業の振興の現状と課題といったところに、丹後地域における織物業は約

３００年を越える歴史というところから、大変厳しい今の現状が抱えておりますし、また、従事

者の高齢化、織機の老朽化、後継者不足といったようなことも書かれており、依然として厳しい

状況であるというふうなことが書かれております。最後のほうには知名度やブランド力の向上に

向けた取り組みも必要、また、教育機関などとの連携が求められていると書かれております。 

私、平成２４年５月に、平成２３年度与謝野町織物実態統計調査報告書というものが出されて

おりますが、これにも非常に細かく織物業の今の状況が報告されておりまして、意見、要望等々

というところで、織物業者の要望、願いですね、非常に切実な願いやら、悲痛な思いがですね、

意見として書かれております。こういった実態調査がですね、この文章、後期基本計画の中に盛

り込まれているのかどうか。ちょっと私、これ見てみますと、どうも入ってないような気がする

んですが、どのようなお考えで、こういった報告調査がせっかくあるのにですね、この調査報告

に基づいてされておるのかどうか、お尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。先ほども、尐しほかの議員さんのときにもお答えをさせてい

ただきましたが、織物実態調査の実態の調査時期と、それから、こちらの後期総合計画の策定の

段階の時期でのタイムラグの部分もございまして、細かくは、その実態調査の部分は反映はして

おりませんけれども、大枠としましては、この部分では反映ができているものというふうに認識
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しております。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） では、そういう思いもみな、これに入っておるというふうなご答弁があったよう

に思います。細かく読みますと、本当に、この織物業者が、非常に悲痛な思いでおられるという

ふうなことがよくわかる、この報告書でありますので、ぜひとも、今後とも検討していただきま

して、改善をしていただきたいなというふうに思っております。 

それから、次に移ります。８９、９１ページのところにあります新規事業者の支援というとこ

ろでありますが、今回、後期計画においてはですね、ソーシャルビジネスというものが新しく入

っておるんですが、私もちょっとよくわかりませんでしたので、調べたところをみますと、ソー

シャルビジネスというもの、社会的課題をビジネスの手法で継続的に事業を行い、社会的な課題

を解決する事業でありますというふうに書いてありますが、コミュニティビジネスは、地域的な

課題、さまざまな経済的な活性化を目指すというビジネスであるようにも書いておりまして、似

たような言葉ではないかなと思いますが、ソーシャルですから、当然、大きな、もっと、このコ

ミュニティよりも大きな問題を提起されておられるなというふうに思いますけども、これはです

ね、この計画から見ますとですね、余りにも話が大きくなり過ぎて、どういった方向に与謝野町

は考えておられるのかというふうなことがちょっと見えてこないんですが、どういった思いで、

このソーシャルビジネスというふうな言葉を出されたのか、ちょっとお尋ねいたします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。このソーシャルビジネス、またはコミュニティビジネスとい

う部分でございますが、ここの部分でいいますと、産官学連携ですとか、農商工連携ですとか、

そういう部分で、いわゆる地域内で農業と商業を合体させて、１次産業、２次産業、３次産業、

六次産業というような、そういうふうな連携ですとか、農業で農産物を活用した、また、ビジネ

ス、商品化とか、そういうような、いろんなエリア、分野、業種が交流というんですが、コラボ

しながら新商品の開発ですとか、産業興しですとか、新商品、新製品の開発ですとか、また、そ

んなような食材を利用しました新メニューですとか、そんなような広い範囲での地域への貢献と

いうんでしょうか、活性化というんでしょうか、そういう取り組みをイメージしております。こ

れについては、産業振興会議の中でも、町ぐるみでという中では、産業振興会議の委員さんの中

から農業、与謝野町の農産物を利用して、それでつくったもので家族の方が食べて、それで地域

が活性化するというようなイメージのご意見等があっておりまして、そんなような中で、そうい

う総合的というんでしょうか、いろんな分野等が連携をした取り組みができたらというふうなこ

とで考えております。 

議  長（赤松孝一） 宮﨑議員。 

６  番（宮﨑有平） そうしますとですね、これはそういった一般の企業とかですね、一般の方々が、

こういったビジネスをしたいというふうなときには支援をしていただくということなんでしょう

か。それとも町のほうで、こういうふうなことをされたらどうですかというふうなことを提案さ

れるというふうなことでしょうか。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。支援という部分では、例えば、新商品を、そこで開発される
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ようでしたら、新商品の開発の補助制度と支援の制度がございますし、またそこで、そういう申

し出等がございましたら、商工会ですとか、その商工会の、それぞれの部会の方ですとか、産業

振興会議の中で、どうすれば効果的な取り組みですとか、成果が上がるですとか、そんなような

検証をしていきながら、関係団体と連携をして進めていきたいというふうに思っております。 

ただ、補助金ありきという部分ではございませんので、そういうことで地域内循環というか、

地域、町ぐるみで取り組めるかという部分が重要になってくるかというふうに思っております。 

６  番（宮﨑有平） はい、わかりました終わります。 

議  長（赤松孝一） 次に、１６番、谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） それでは、総合計画の後期基本計画につきまして、質問をさせていただきます。

７７ページと７９ページですね、観光について、ちょっとお尋ねしたいなというぐあいに思って

おります。 

特に、この中の記述の中でですね、７９ページに、一番下のところですけども、丹後へのアク

セス手段として、北近畿丹後鉄道や高速バスがあると、平成２３年度に鳥取豊岡宮津自動車道路

の与謝天橋立インターチェンジができたと。本町の魅力情報の発信とあわせて、これらのアクセ

ス手段も含めた、丹後に来てもらう取り組みが重要となっていると、私は、まさしくそうである

というぐあいに思ってるんですけども、もう尐し具体的に、町としては、どんなアプローチです

ね、これを将来にわたって、丹後へ来てもらうために、こういうことを考えているんだというよ

うなことは、実施計画の中に入るかもわかりませんけど、ちょっと余りにも抽象的なんで、この

辺のお考えをですね、ちょっと聞かせていただきたいなと思うんですけど。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。この部分では、非常に前期の計画の中でも、なかなか取り組

めていなかった部分ではないかというふうに思っております。 

そういう中で、このＫＴＲの部分、それから高速道路、縦貫道の部分では平成２６年度末には

完成するというような話もございまして、そういう中で与謝野町だけでは、なかなか取り組めな

いということで、先ほども尐しお話させていただきましたが、北部地域ということで、京都府も

力を入れるようになってきておりまして、ＫＴＲの利用促進なんかも含めまして、京都府北部地

域７市町で取り組む計画が今、徐々に進んできておりまして、そういう中で、京都府北部の与謝

野町ということで、いろいろな広域圏の観光の部分でのＰＲ、それから情報発信をしていきなが

ら、それとあわせまして、与謝野町に来られた場合の２次アクセス、例えば野田川駅から観光の

方が来られた場合に、町の中をバス等で移動してもらえるような、そんなような仕掛けも取り組

んでいかなければならないというふうに考えております。 

そういう中で、広域的な部分で、いろいろな協議会等で、ここの部分も北部地域としての取り

組みを進めていく中と、それから与謝野町内での独自の観光ＰＲ等も行っていきたいというふう

に考えております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 今、課長がおっしゃられたようにですね、本年の３月には名神高速道路とですね、

京都循環道が直結すると、２６年度には全線が開通すると、こういうことですね。以前は

１７６号線の与謝峠ですね、これが京都から出入り口の中心でありましたけど、まさしく高速時
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代の幕あけで、今後はですね、与謝天橋立インターチェンジがですね、本当に与謝野町が新しい

お客様を迎え入れる入り口であると、こういうぐあいな位置づけになるんではないかなというぐ

あいに私は思っております。 

そこで、一つ私が感じたことは、１４５ページに、これちょっと飛躍するかもわかりませんけ

ども、野田川衛生プラントが、記述が載ってあります。これは所管の委員会でいろいろお聞きを

しましたけども、かなり建物自体も老朽化していると、なおかつ利用度がですね、水洗化による

利用度がかなり激減しておると。 

今後５年間にですね、また、相当数が減るんではないかなというぐあいな思いを持っておりま

して、いわば、あそこの土地が、そんなに昔は利用度は薄かったかもわかりませんけど、今は、

いわば与謝野町の一等地ではないかなというぐあいに感じをしてるんです。そういう面からです

ね、私はちょっと踏み込んで、やはり長期の中で、あの土地のインフラ整備ですね、これは当然

ちょっと考える余地があるんではないかなというぐあいに思うんですけど、そこは町長のご見解

をお伺いしたいなというぐあいに思いますけど。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 正確に、ちょっと意味がわからないんですけれども、あそこのところに、あれが

できました、昔は一部事務組合であれをつくっていったわけですし、し尿処理施設、それから火

葬場、それから、クリーンセンター、そうしたものが、それぞれ今回は、クリーンセンターが宮

津のほうへ行って、またそれを今度、宮津と一緒にやっていくというふうなことですし、し尿処

理施設の、あそこにつきましては、土地がたくさんあるようですけど、あの中には宮津市さんの

土地もございまして、非常にちょうど境界のところになりますので、そういう土地の問題もある

でしょうし、それから今、し尿処理施設がだんだんと尐なくなっていく状況の中で、今後、あそ

こをどうしていくのか、それは一つの大きな問題ではあるんですけれども、今、早急に、あそこ

を云々ということについては、今のところ全く計画といいますか、考えはございません。近い将

来どうするかということは、それこそ考えていかなければならないことだろうと思いますけれど

も、その場合には、その近隣のところのことも考えていかなければならないんではないかなとい

うふうには感じております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） 私は、先ほどから申しているように、あそこは与謝野町の玄関口になると、非常

に重要なターニングポイントではないかなというような気がするんですね。 

私は、衛生プラントをなくしてしまえと言うとるわけじゃなしにですね、利用度がどんどん尐

なくなってきて、あのキャパシティを補うための施設というのは、また、新たな施設づくりが必

要になるかもわかりませんけど、その費用が、そら膨大な費用がかかるというのであれば、尐し

二の足を踏むかわかりませんけど、今後、建物の老朽化がどんどん進み、機械の老朽化がどんど

ん進み、ちょこちょこちょこちょこ手直ししているよりはですね、場所を移動して、あそこの土

地を有効活用するというほうがですね、総合的に見て得策ではないかなと、それは、あしたから

せえというわけではないですよ。僕は中長期的に、そういうことも十分、今、町長もおっしゃら

れましたけども、そういう利用価値が十分あるような場所だというぐあいに思いますので、この

計画にですね、多尐なりとも、そういう話も盛り込むべきではなかったかなとは感じるんですけ
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ど、観光課長でもいいですから、ご答弁いただければと思うんですけども。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） お答えします。そういったことも必要になってくるかと思いますが、ですから、

ここに書いておりますように、し尿処理施設は下水道の云々とありまして、施設は継続して運営

していかなければなりませんし、処理する必要があり、施設、整備の老朽化対策や、あるいは処

理方法の検討が必要になってきますというところでとどめさせていただいているところでござい

ます。 

今、伊根のほうからも、汚泥なんかの処理もここへ持ってきておりますので、そうしたことも

含めた検討が必要になってくるんではないかなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） もう尐し、ちょっと具体的に言いますとね、私は衛生プラントを、野田川沿いに

は必要だろうと思うんですけど、移動させて、そのコストはどれぐらいかかるかわかりませんけ

ど、移動させて、あそこにですね、やっぱり観光と商工業とを連携したですね、やはりアンテナ

ショップですね、こういうものを設置して、高速道路からおりた時点で、与謝野町というのは、

こういう町なんだなと、いろんな物産が取りそろえてありましてね、こういう町なんだなという

ことを印象づける場所としては、もう格好の場所ではないかなというぐあいに思います。それも

これも、どれだけのコストがかかるかという問題になると思いますけど。 

それともう一つはね、何も別に行政で丸抱えで何もせなあかんということじゃなしに、やはり

今、国でもですね、やはり民需を活用して、やはり経済効果をもたらすということで、やはり財

政出動をしてですね、その呼び水ですね、例えばインフラを整備して、建物を、やっぱり民間で

建ててもらうとかですね、その呼び水がないと、一から十まで民間ということには、なかなか今

の現状、難しいと思うんですね。だから、当町も大変財政が厳しいということはよくわかります

けども、何かきっかけづくりをしないと、なかなか町は動かないというか、民間が動かないとい

うことにならざるを得んのかなというぐあいに思いますので、ぜひですね、やはりその辺ちょっ

とよう研究していただいてですね、呼び水を、ぜひ考えるように、この計画ではなかなかそれが

具体的には出ておりませんけども、そういう必要をつくづく感じるんですけども、町長はどう思

われるでしょうかね。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） はっきり申し上げまして、あそこの場所では無理だと思ってます。どういうとこ

ろに動かして、そういうものをつくるかということでありましょうけども、あの高速からおりて

きて、交差点があるような突き当たりの場所ですし、そんなとこで物売りなんていうのはとても

できるもんでもないと思いますし、あそこの施設は与謝野町にとっても大変大事な施設ですので、

どうしていくかは今後の課題としてはありますけれども、やはりそのところと、そうしたものを

売るといいますか、与謝野町のあれをしていくというのは別の問題として考えるべきだというふ

うに私自身は思っております。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） あのね、その一言で無理だと言われましたけど、何を根拠でもって無理だと言わ

れるんですか。そこをちょっと具体的に聞かせてください。 
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議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今後、町内の下水の区域以外のところの下水も今後していかなければなりません

し、その処理施設として、あそこをどうしていくかということも、先ほど来言いましたように大

事な問題になってまいりますし、伊根のほうの汚泥の処理も、あそこで一緒にしておりますので、

そうしたところ、また、将来的には宮津も、そうした施設の改修等もされることもあるでしょう

し、これと物を売ったりする場所というのは、全く相入れない、今の段階では、それは非常に難

しい話だというふうに思いますし、そうであるならば別のところで考えられることをやるべきだ

というふうに私自身は思っております。 

あそこの施設を、クリーンセンターを閉鎖するときにも、やはりああいった施設については、

後の処理、ただ、潰すだけではない、その後の、いろんな有害なものが出ていないかとか、そう

したことも調べていくということになりますと、相当の時間とお金とがかかってくるかというふ

うに思います。 

それらだけを考えてみても、そうした利用の仕方は非常に無理があるというふうに思いますの

で、全く新しいところでの、そうした物売りといいますか、そうしたもののする必要性も、それ

は、また別の観点で論じるべきだというふうに思いますので、そういうふうに申し上げました。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） あのね、先ほどの答弁では、そういう答弁じゃなかったように思うんですね。私

はコスト的には無理があるということは理解できるんです。要するに処理施設を異動させるとい

うことには、かなりコストが要るんではないかなということで、無理ではないかなというのは理

解できますけど、先ほど町長の答弁ではですね、物売りは無理だと、こう断言されましたね、そ

の根拠を聞いているんですけど。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 物売りは無理だという、あそこの場所での物売りは無理だというふうに申し上げ

たつもりです。 

１ ６ 番（谷口忠弘） その根拠。 

町  長（太田貴美） 根拠はないです。先ほど来言っておりますとおりでございます。そうではないと

ころで、やはり考えるのがベストではないかというふうに思っております。 

反対に、反問権を使わせていただくと、根拠を教えていただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 町長、反問権は初めてですね、歴史的な日なんでちょっと一つ、谷口議員、反問

権でお願いします。 

１ ６ 番（谷口忠弘） それはね、何回も言うてますように、あそこが唯一の玄関口なんですよ、与謝野

町の。あそこから、みんな与謝野町に入ってこられるんですよ。僕は物売りだけにこだわってい

るんじゃないですよ。例えば、直線でどんと交差点を横切ったら、一定の施設があればですね、

そこに観光拠点を持っていったり、物も持っていたりというふうな形がね、それは民間の、そこ

は为導ですよ。民間の为導ですけど、そういうことが考えられるんじゃないですかと、それを強

調しているわけです。 

だから、その市場調査してですね、どれぐらいのマーケットがあって、１日に何台の車がおり

てくるかというようなことは十分調査せなあきませんよ。せなあきませんけど、物売りはまるっ
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きり、あそこでは成り立たないという理屈はですね、尐し私は理解できない。 

それと、物が売れなくてもですね、例えば観光の拠点として与謝野町のＰＲはできるような施

設づくりはできるんじゃないですか。そのメリットというのは非常に大きいと私は感じてますけ

ど、質問はないですけど、別に。 

議  長（赤松孝一） 今の部分はノーカウントしてあります、時間が。反問権の部分を。 

太田町長。 

町  長（太田貴美） 玄関口であることは事実でしょうけれども、右へ行っても、左へ行っても与謝野

町なわけですね。あそこからおりてきて、右へ行こうと左へ行こうと与謝野町ですから、そのほ

かの場所でも与謝野町内で、そういうことはでき得ることは考えられるんではないかと私自身は

思っております。 

１ ６ 番（谷口忠弘） それはわかっているんです、物売りはあかんというのとちょっと理屈が合わない。 

議  長（赤松孝一） 谷口議員。 

１ ６ 番（谷口忠弘） この話はもういいですけども、ぜひですね、私は来ていただきたいのはやまやま

なんですね、ぜひ来ていただいて与謝野町を知っていただくということは非常に重要なんで、や

っぱりインフラ整備ですね、ここはやっぱり重要なポイントだと思うんですね。過剰なものは要

らないとは思いますけど。 

特に、あの周辺からいくと、あそこがもったいなと、非常に与謝野町の玄関口になるとこです

から、有効的に活用できればいいんじゃないかというぐあいな思いで言わせていただきました。

ただ、先ほど言っているように、この衛生プラントの施設が移るということになると、かなりの

コストがかかるので、そこはちょっと無理かなというような返事になるかなというぐあいに予期

しておりましたけど、まさか、あそこで物売りは成り立たないというようなご答弁をいただくと

は思いませんでしたけども、そこはそこで、また研究して、またいろいろ調査をしてみたいとい

うぐあいに思います。終わります。 

議  長（赤松孝一） それでは、ここで４５分まで休憩いたします。 

（休憩 午後 ３時３３分） 

（再開 午後 ３時４５分） 

議  長（赤松孝一） それでは、休憩を閉じまして本会議を再開いたします。 

ほかに質疑はありませんか。 

５番、塩見議員。 

念のために申し上げますけど、反問権のときには、テープはといいますか、時間はとまってい

ます、持ち時間は減っていませんので、安心してください。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） それでは、総合計画の後期基本計画について質問をいたします。皆さん、委員さ

んのご苦労、労をねぎらっておられました。私も同じようにいろいろとご苦労になりました委員

さんに、ご苦労さんでしたというふうにお礼を申したいと思います。 

その中で、最初にまず、１１ページ、１２ページのアンケートについてなんですが。先ほど、

課長に聞きましたら、設問したときに選ぶ項目が二つのがあったり、四つのがあったりするから、

常に１００％になっとらんのだということでしたけども、この中で、まず１２ページの協働で進
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めるまちづくりの一番下なんですが、皆さん、一番、今まで質問された方は、力を入れるべき施

策はようけあるというほうばっかりおっしゃったわけですが、私は、前年度までは力を入れとい

うのがようけあったのに、今回には、何か尐なくなってしまったのが、この協働で進めるまちづ

くりというのが、この３点とも尐なくなっているという、こういう結果が出てるわけですけども、

先ほど言いましたように、どれを選ぶかということで、今回は、これよりこっちなんだという人

のほうが多かったんかなとも思うんですが、こういう結果になっていることについて、企画財政

課長はどのように思われますか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。私も同様に、このグラフを見まして住民、地域、事業者、

行政の協働のまちづくりというのが、一番下にございますが、非常に大きく前回と比べまして、

率的には減っているということは感じているところでございます。どういうふうな分析が、なか

なかできませんので、どういう事情で、こうであったかということは、推しはかることが難しい

んですけれども、当初は、やはり合併直後に、このアンケートをとっておりますので、やはりみ

んなで一緒になって、まちづくりを進めていこうという意識そのものが、そういった事情の中で

高まっていったのではないかというところがあるんではないかと思います。 

それが５年たちまして、一定、落ちついてきたという中で、こういった数字になってきたのか

なというふうには受けとめているところでございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 今、合併当初とは、住民の方々の思いが尐しずつ変わってきているのかというこ

とのようでしたが、その１ページ前の１１ページに戻りますと、満足、やや不満とか、そこのグ

ラフで見るとですね、結構、このことについての不満は多いわけですね、そこら辺などは、どう

いうふうに理解をしたらいいのかということも、私も、なかなかこれを見とって理解しがたい部

分があるんですが、こういう状況もちょっと感じましたので、今後において、ここら辺も加味し

ながら実施の計画には当たっていただきたいと、このように思います。 

それでは、本文の１９１ページに計画的な行政運営の推進というとこがあります。午前中も浪

江議員でしたか、ＰＤＣＡサイクルのことについて、若干おっしゃったというふうに思ったんで

すが、効率的な行政運営の推進をするために、このＰＤＣＡのサイクルは非常に重要だというこ

とは言われてまして、私もずっと前ですか、一般質問もしたことがあるように思うんですが、こ

の中でちょっとページくりまして、１９５ページに行政評価システムの構築というのがプログラ

ムの中にあるわけですが、これをいつごろから、実際にやっていこうと思っておられるのか、そ

の点についてお尋ねをしたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。１９５ページの表の施策プログラムの中に、行政評価シ

ステムの構築ということで上げさせていただいております。一口で行政評価システムと言いまし

ても、いろんな手法があるだろうというふうに思っておりますが、この行政評価システムにつき

ましては、既に、この予算編成、平成２５年度の予算編成の中におきましても、要求書と一緒に

評価調書を職員に、各課に求めまして、それを各課が評価し、それから、財政当局のほうも、こ

の評価させていただいて、その上で整理の上、次の予算編成を行っていくという、一応、そうい
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うシステムにつきましては、既に改修をさせていただいております。 

当面、そういった形で進めさせていただきまして、改善を今後していくべきところがあれば改

善をしていくというような思いは持ってございますけども、当面、今、申し上げましたような形

で、既に評価自身につきましてはスタートをさせていただいているということでございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 既にやっておるということで、下に書いてあるように、より効率的、効果的なも

のにするために、どういう取り組みをされるのかなということがお尋ねをしたかったわけですが、

徐々に、そのときに応じてというような雰囲気に受け取りましたが、このＰＤＣＡのサイクルを

やっていこうと思うと、財政上からやっていこうと思うと、やっぱり会計を公会計制度というん

ですか、財務諸表がつくれる会計にかえていくということが重要だというふうに思っております。 

総務省も大きな都市については、平成２１年度でしたか、それから小さな町については２３年

度までに、そういう諸表をつくれるように、つくっていくようにというようなことの指示を出し

ていたというふうに思うんですが、与謝野町については、いわゆる公会計制度については、どの

ように思っておられますか。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） 当町の公会計制度、いわゆる民間で言いますと貸借対照表などのように、民

間が行われている会計と同じようなスタイルで行っていくというものを行政に置きかえると、公

会計制度というふうに呼ばれているわけですけども、これには今、議員、言われましたように、

総務省モデルというのがございまして、それをもとに試算をしてみるというところから、現在、

行ってはおります。 

ただ、全部の諸表がそろうわけではなくて、例えば、当町の抱える行政財産、普通財産も含め

て、それらを、資産をどう取り扱うのかというところは、まだまだ、でき上がってきておりませ

ん。したがいまして、今はまだ試算の段階、モデル的な作成の段階というところにとどまってお

りまして、まだ、公表させていただいてはいないわけでございまして、京都府の指導を得ながら、

今、その辺を進めているというところでございます。 

ただ、行政にそういった会計制度を導入していくということについては、今後の流れとして出

てこようかというふうに思っておりますけれども、それが仮にできたとして、つくることが目的

ではなくて、それをどう生かしていくのかというところになりますと、なかなか民の事業と公の

事業とは合わないところもあると思いますので、その辺がどういうふうな分析になるのか、そこ

ら辺からの勉強になるんじゃないかというふうに感じているところでございます。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 公会計制度については、民間だと、月々の動きを見ながら事業を展開していくと

いうような部分で、非常に対応されているんですが、行政の場合は、１年に一遍予算を立てて、

それを１年で消化して、その次にという、そういうサイクルが非常にゆっくりとしておるという

んですか、そういう部分もあって、なかなかつくりにくいことはあるかとは思うんですが、前回

の衆議院選挙でも石原知事が、先進国で日本国だけだと、大福帳の会計で行政が動いているのは

日本国だけだというようなこともテレビで批判されてました。 

ぜひですね、つくっておられるんだったら、既に内部で、やはり我々にも、そういう部分も公
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開していただきたいなというふうに思ってますので、そのことについてはよろしくお願いしたい

と思います。 

それから、次に７１ページです。先ほどから杉上議員、宮﨑議員も織物のことを若干触れられ

ましたが、私もこれをなりわいとしておりまして、ちょっと業界のことも尐しはわかっているつ

もりですので、お尋ねしたいと思います。 

この前の成人式でも、大勢のお嬢さんが着物を着て参列していただきまして、その中に私も行

かせていただきまして、やっぱり着物はええなと思いながら見させていただいておりました。話

を聞くと、都会ではリースが多いということで、若干、ああそうなんかなと思いましたが、私が

ものをつくっとる中では、親子、孫まで使えるものをつくらなあかんのだという、うちの、私の

取引先の方針はそういう感じですので、大分考え方では、うちの会社はおくれておるんかなと思

ったりもするんですが、しかし、いいものつくらんと、やっぱり世の中には受け入れられていか

んのかなと思っております。そういう中で、本当に不景気の中で、織物業に携わっている者は高

齢化と、それから収入減とで四苦八苦をしております。 

平成１７年に与謝野町で８８４事業所があったのが、平成２２年には３３２まで事業所も減っ

ております。従業者が１，７１４人おられたのが、７７５人となっております。織機台数で与謝

野町は１，４１２台ということで、これは丹工の統計ですが、なっております。全体で見ると、

丹後で与謝野町は３０％の織機が占めております。一番多いのは網野で３４％ですが、そういう

ことを考えますと、先ほど、前の議員さんもおっしゃいましたけども、非常に、この丹工とのタ

イアップが、この織物のことについては今後、重要になってくる。町だけでいろんな施策、それ

からプログラムを立てておられますが、内容的には丹工とのタイアップにやっておられると思う

んですが、なかなかそういう部分がどこにも書いてないということで、ベンチマークの、平成

２３年度の和装需要の改革というところに、丹工並びに商工会等々の協議を進めるというふうに、

２４年度以降の改善方策というところで載っているわけですけども、これについて、２４年度、

もう大分済んだんですが、商工観光課は観光とどのようなことをタイアップしながらやってこら

れて、これから、どういうことを、どういう方向でやっていこうとされているのか、その点をち

ょっと具体的にお尋ねしておきたいというふうに思っております。よろしくお願いします。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。丹工とのタイアップという部分では、前期のほうでなかなか

取り組めていなかったといいますか、なかなかどういう手法がいいのかという部分では、非常に

苦慮をしておったことがございます。 

その中で、丹後織物ファッションウイーク開催委員会といいますか、その部分では丹工と、そ

れから京丹後市と与謝野町で取り組みまして、与謝野町では近隣の大阪、兵庫あたりのファッシ

ョン学校の生徒さんをこちらへ誘致しまして、実際に織物現場を見ていただき、丹後ちりめん、

着物というものを実際に目で触れていただいて、その生地を使いましたドレスですとか、そうい

った着物でありましたり、ドレスでありましたり、ウェディングドレスなんかを制作いただいて、

ちょうどこの時期に、その学校のファッションショーなんかがございまして、ご案内をいただい

て見に行っているというふうな状況でありましたり、そういうような部分では取り組んでおりま

すけれども、なかなかもう一つ踏み込んで町内の織物業の活性化につながるような部分では、今、
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丹工ですとか、京都産業２１と相談といいますか、協議といいますかを、実際進めておりまして、

なかなか地場産業としての織物業を何とかしたいということで、京都産業２１のほうでも尐し申

し上げましたが、ＴＡＮＧＯ＋（プラス）の事業、いわゆる新しい織物ではなくて、ストール、

マフラー、そういった服地などの開発等もしていただいておりまして、そういう部分では、ある

意味、頑張っていただいております。 

そういうようなところも突破口にしながら、地域で、また織物が盛んになれるような、してい

ただけるような、取り組みを進めていきたいというふうには思っております。 

議  長（赤松孝一） 塩見議員。 

５  番（塩見 晋） 今、お答え願って、いろんなことをやっておられるようで、ところがですね、先

ほどもおっしゃいましたけども、実際に今その業に携わっておる者にとっては、なかなか厳しい

局面がずっと続いております。町は、クレードジャパンとか、ギフトショーとかにも、商工会を

通じて、いろいろと助成をしながら、外部に向けての発信をされているということも、よく承知

はしてるんですけれども、もう一つですね、本当に今、携わっている者が高齢化、平均的にも

６４歳ぐらいになっています、平均的な年齢が。そういうことを加味しながら、もう一段と、そ

この部分を進めてほしいなというふうに思っております。計画の中にも、ぜひ丹工との連携とか、

そういう部分は入れといてほしいなと、このように思います。以上、質問を終わります、 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はありませんか。 

１２番、多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） それでは、後期の総合計画についてお尋ねしたいと思いますけれども、井田議員

のほうからですね、幼保一体化について質問がありましたけれども、私も若干、質問をちょっと

させていただきたいというふうに思っております。 

幼稚園についてでありますが、幼稚園において保育時間の延長など、多様なニーズが求められ

ている中、就学前の子供への幼児教育、保育の一体的な提供も視野に入れ、幼稚園のあり方を早

急に検討を進めていく必要がありますということが総合計画にうたってありまして、井田議員の

ほうからも質問がありまして、岩滝幼稚園の構想、あるいは整備計画みたいなもの、整備という

のか、思いは聞かせていただきました。直面する、その三河内の幼稚園の状況がございまして、

ご存じのように新年度に入園するのが１名ということを聞かせていただいております。それと、

在園児が６名ということですかね、ですから、来年度、２５年度は７人体制で幼稚園をやってい

くということでありますが、これを分析をさせていただきますと、やはり２４年度に延長保育み

たいなことを、とりあえずやってみるということで、やっていただいて、その効果が、もう尐し

出てくるかなというふうに思っておったんですが、これでは余り効果が出なかって、１人の入園

児では大変寂しい状態かなというふうに思っております。 

それでですね、やはり町長にお願いしておりましたように、３歳児の保育を早く決断していた

だいて、取り組んでいただかないとですね、２５年度は７人ということで維持できますが、こと

し入る１人がですね、次また来年も１人、２人ということになりますと、在園児が１人で入園児

が２人ほどということに、結果としてなってしまうと、幼稚園の存続というものが、大変、私は

心配をしております。その辺で、岩滝の構想はわかりましたけれども、町長が以前言われました

ように、岩滝地方に１園、それから加悦、野田川にですね、１園というようなことも町長がいつ
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か発言されたような気がいたします。その辺で、幼稚園の３歳児の受け入れということで、どの

ように考えておられるのか、町長の思いを聞かせていただきたいというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今の段階での私の思いというのは固まっておりませんので、控えさせていただき

たいというふうに思いますし、教育委員会との話も、まだ十分に、そうしたこともしておりませ

ん。やはり今回の保育所、幼稚園といったものを見直す中で、全体でどうしていくかというのが、

先ほども申し上げましたように、具体的に詰めたところまでいっておりませんので、それらとの

関連もあるかと思います。 

幼稚園が、特に三河内の場合、なぜ人が尐ないかといいますと、やはり時間的に長く預かって

いただけない、また、仕事を持っていない、保育に欠けない子供たちが、要するに行くというこ

とですし、保育に欠けるという、そうした証明のようなものもない方たちが預けて、幼稚園へ行

っているというのが現状ではないかなというふうに思っております。そうした意味で、幼稚園の

３歳児を受け入れをしたから、果たして人がふえるのかというと、それもちょっと、そういう意

味では、疑問に思いますし、それらのことも、まだ整理ができておりませんので、今、この場で

お答えするのは差し控えさせていただきたいと思います。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） 今の時点では、町長のお答えがそうなんでしょうけれども、区長さんを通じて、

前回２４年度の入園についてですね、要望書なんかを出して、３歳児を受け入れてほしいという

ことで要望もいたしました。それがそうなら、まず、そこを外して、まず、延長から始めていこ

うということで、２４年試行的に始めていただいて、非常に、そこは新年度に反映するかなとい

うふうに思って期待をしておりました。 

そういったことで、保育園はのうなる、幼稚園はそういった状態で、このまま今の状態をずる

ずるしておりますと、全く来年は、その現状が目の前に来まして、基本計画とはちょっと違うか

もわかりません、趣旨が違うかもわかりませんけれども、早く打ち出していただいて、町長の言

われるように、本当にあるか、ないかは別として、期限の迫った中で、そういう体制をやります

と、こう言うてもらっても、もう既に、親御さんたちは、次に預ける計画をされますので、でき

るだけ早く決断していただいて、その辺の打ち出しを早くしていただくことによって、来年への

アピールができるんではないかなというふうに思うのと。 

この前、参与会が三河内地区でありまして、その話も参与会の中で話しとったんですが、三河

内幼稚園というものが、三河内という囲いの中で、縛られた中で幼稚園というのが、もし隔たり

としてあるならですね、例えば、与謝野町第一幼稚園、第二幼稚園というような、三河内という

ものを外すことによって、もっとグローバルにですね、皆さんが行きやすくなるんではないかな

と、入園しやすくなるんではないかなというような話も、その中で話しとったんですが、そうい

ったことも含めてですね、とりあえず、あるかないかは別として、早くそのことを決断していた

だいて、アピールしていくというのか、その中で結果として本当に１人、２人しかなかったら、

これは次のステップに考え方を持っていかなければなりませんが、本当に町長の言われる岩滝地

区に一つ、加悦野田川に一つというような思いがあるんでしたら、早くそのことを決断していた

だく必要があるんではないかなという思いがありますので、もう一度、その辺の思いをですね、
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検討していただけるのかどうかということをですね、お聞きしたいというふうに思っています。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） これは、教育委員会のほうでお答えいただいたらいいのかもわかりませんけれど

も、幼保一元化等々の問題につきましても、本当に長い間、国の政策の中で、それらが一つにで

きない、今でもできない現実はあるわけですし、一つの、前も教育長がおっしゃっていたような、

特区のような形での申請ということでやるという方法もあるでしょうけども、現実的には三河内

幼稚園と名前がついておりますけれども、加悦地区からも来ておられますし、やっぱりもう既に

野田川、加悦地域で一つしかない幼稚園ということには、もう現実そうなっておりますね。そう

した中でも、人がなかなか尐ないということについては、一つ問題があるとは思いますけれども、

それともう一つ、３歳児からということについては、たしか教育長のほうが４歳、５歳というこ

とで幼児教育、もう尐し正確に答えていただいたらいいのかもわかりませんけれども、やはり今

の段階で、そうしたことに取り組むよりは、現実的に延長保育という形でやらせていただいてい

る。それは岩滝も、そういう格好であったということも含めてだというふうに思うんですけれど

も、早急に、先ほども申し上げましたように、ある程度、早い段階に、どうしていくのかという

ことを、方針をきちっと決めた上で、皆さんにお伝えさせていただくようなことが必要かなとい

うふうには思っております。 

全く園児がなくなるということについては、それも一つの大きな問題かもわかりませんけれど

も、利用されるといいますか、預けられる方の思いというものが相当、我々との思いとは若干離

れたところにあるのかなという気もいたしますので、それらを早急にまとめていきたいなという

ふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） ぜひともですね、来年度、今年度２５年度は、そういうことで、１人と６人、

７人ということになるんですが、来年も待ったなしでありますので、その辺も踏まえて、本当に

どうしていくんだということをお考えになってですね、もし、存続させていかなければならない

構想であれば、それは当然、早くから打ち出してニーズをつかんでいくということが大事だろう

なというふうに思いまして、何もなかってから、やっぱりどうするんだいうてうろたえておって

も、これはものになりませんので、早い段階で打ち出していただけたらというふうに思っており

ますので、これはお願いしか仕方ないんで、この場ではお願いをしておきます。 

それでは、ちょっと次に産業建設委員会の委員会の所属するところでありますので、ちょっと

聞きにくいんですが、それでもちょっと触れさせていただきたいというふうに思います。商工観

光課長にお尋ねするんですが、ちょっと委員会で尋ねなかったところをお尋ねしたいと思います

が、３０億円という、白生地の３０億円というのはですね、この町の経済の大きな数字ですので、

この辺の分析といいますか、どういったあたりで、この３０億円というのが、ここに書いてある

のか、ちょっとその辺の分析をしていただきたいというふうに思います。 

議  長（赤松孝一） 長島商工観光課長。 

商工観光課長（長島栄作） お答えします。先般の常任委員会のほうでもお話をいただいて、私のほうが

きっちりとお答えができておりませんでして、申しわけございませんでした。あの後、担当、帰

りまして、丹工のほうに確認を、７５ページでございます。「ともにめざすベンチマーク」の白
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生地出荷額の維持ということでございまして、年間３０億円ということで、丹後織物工業組合の

ほうに確認をさせていただいた、与謝野町の数字ということでございます。 

議  長（赤松孝一） 多田議員。 

１ ２ 番（多田正成） この町もですね、産業が、農業も、この町の地場産業でありまして、この町の出

荷額が農業については１４億１，０００万円というような数字になってまして、それ以上の倍の、

倍以上の、まだ出荷額がある大きな経済ですので、もうこの５年計画、構想計画の織物なんかの

計画を見てますとですね、本当にこれが５年間の後期の構想計画かなというふうに思うんですが、

大勢の審議会の皆さんも一生懸命検討していただいて、つくり上げられたもんですから、大変申

し上げにくいんですが、先ほども谷口議員が言われたように、ショッピングセンターというのか、

ああいう問題でもですね、構想というもの、計画というものは５年後には商業をこうする。織物

をこうするという計画が、ここにうたわれてこないとですね、何かそういった当たりがピンとこ

ないというのか、今までの文言が尐しずつ変えてあって、取り組んでいくという状態なんですが、

織物を５年後には、こうしていくんだとか、商業は、こう活性化させていくんだという構想、で

すから谷口議員が、あそこのインターチェンジのおりたところを、そういうふうな開発したらど

うですかと言われるのは、私は、それはそれでいいと思うんですが、そういったことをやはり都

市機能用地にですね、私はそういった意味をやるべきではないかと、そうしたことを計画してい

てくのが、この計画ではないかな。 

すみません、時間がきておりまして、それでは終わります。すみません、途中です。答弁だけ。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 今まで、丹後ちりめんにしましても、それから織物業にしましても、農業にしま

しても、この地域の基幹産業だと言ってたのが、今、大変な状況になっているということも十分

承知をしておりまして、それらについては、何とかして今の現状を維持するだけでも必要がある

と、大事だなというふうに思っておりますし、それらについては、やはり事業者、その人たちの

頑張りが、まずは必要ですし、行政ができるところというのは支援、支えしかできないわけです

よね。だから、先ほどから出ているように、やっぱりそこは真剣に考えていただくんは丹工さん

であったり、商工会であったり、やはりそういうところが真剣になって、また、当事者の人たち

も真剣になって考えていただく、それに対して行政は何とか、その頑張りを応援していきたいと

いう、そういうことでございますので、お気持ちはよくわかりますし、そのことについて特効薬

はないわけで、じわじわと効いてくるような、そうした漢方薬的な形での応援ということになろ

うかと思いますけれども、やはりそうしたものに対する支援、下支えについては、町も頑張って

やってまいりたいというふうに思っております。 

まずは、やはりやろうとする人が頑張ってもらうという、そこが大事ではないかと思っており

ます。 

議  長（赤松孝一） ほかに質疑はございますか。 

１７番、今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは、２回目の質問をさせていただきたいというふうに思っております。た

くさん質問、ご意見等々出ましたので、ダブりがありましたらお許しをいただきたいというふう

に思っております。 
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今、一番、町の課題というのは、やはり交付税が平成３２年度から１２億円も減額になると、

このことに、どう対応していくのかということが、今一番、町の大きな課題ではないかなという

ふうに思っております。その期間というのは、今回の提案がありました後期基本計画の期間中に

減額が始まります。このことについて、この計画の中ではどのような計画といいますか、方針に

なっているのか、お聞きをします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。今、言われましたように、今、一番大きな課題としまし

ては、いわゆる持続ある行財政の確立ということになろうかというふうに思っております。それ

が今回の基本計画に、どのように反映されているのかということでございますが、これについて

は、やはり今後の財政状況の推移を見ながら、それぞれ毎年、その基本計画を具現化していく、

その実施計画等に、これから反映をしながらコントロールをさせていただくということに尽きる

のではないかというふうに考えております。 

今回、お示ししておりますのは、５年間の道筋というところでございますが、それが財政状況

によって、到達度として、どこまでできるのか、それが課題になってくるということかと思って

おりますので、財源がないのに全部ができるということにはならないということでございますの

で、どちらもにらみながら、また、行政改革大綱が、またでき上がってきますので、それも一緒

に考え合わせながら、今後の行財政運営を行っていくということになるのではないかというふう

に思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 財政縮小時代に必ず入るわけです。一方では、新しい住民の皆さんの要望やニー

ズ、これをやってくれという要求というのは、さらにふえていくだろうというふうに思っており

ます。そこで、財政と、いわゆる住民ニーズ、このギャップをどう埋めていくかと、ここが一つ

の、これからの政策の大きな、やっぱりポイントになってくるんだろうというふうに思ってます。 

その時々で、実施計画の中でやっていくんだということは、それはわかります。だけども、こ

の５年の計画の中で、どういう方向性を目指しているのか、どういうことは必ずやらなければな

らないのかということは、どこにどう書いてあるのかということをお聞きしたんです。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えします。それは、今回の基本計画に、そのことを含めて表現するとい

うことは、非常にこれは困難だというふうに思っております。 

先ほども申し上げましたように、基本計画については基本構想を受けての、今後５カ年の目標

を掲げさせていただいているということであって、それを行って、最終的に、どの到達度になる

のかというところが、いわゆる財政との相談ということになろうかというふうに思っております。 

財政状況は刻々、国の制度等も変わり、変化をしていきます。町の財政状況というのも１年ご

とに見直して歩んでいくということになろうと思いますので、今、ここで後期基本計画に、それ

を反映させるということは非常に難しい。やはり歩きながら、そこは十分考えていくということ

になるのではないかというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） 今後、地方分権というのは、さらに進んでいきます。いわゆる自治体の自由度、
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自分たちの裁量でやる範囲というのは、だんだん広がってくる。しかし、財源というのは悲しい

かな、それについてこないと、こういうジレンマに陥る。もちろん、今言われた、その１年ごと

にやっていくんだと、財政がどうなるかわからない、確かに、そういう不透明な部分というのは

あります。だけども、はっきりしていることもあるんですね。それは交付税が必ず減るというこ

とですよ。そのことは、はっきりしてるんですから。これが国の制度が変わって、一本算定をや

めましょう。今のままの交付税で推移しましょうなんてことには恐らくならない。このことに大

きな視野、大きな視点に立って、どういう方向でいくのかと、どういうことをやらなければいけ

ないのかということは、私はこの後期基本計画の中に入れるべきだと、この期間中に始まるわけ

ですから、そういうふうに思うんですが、もう一度答弁お願いします。 

議  長（赤松孝一） 浪江企画財政課長。 

企画財政課長（浪江 学） お答えいたします。先ほどからの答弁の繰り返しになるわけですけれども、

既存の、これまで行ってきている事業がございます。それから、今後、行っていきたいとする事

業がございます。それらをどう仕分けして、何をやって、何をやらずに財政とのやりくりをして

いくのか、その整理は、今まだ、できておりません。それはやはり今後、その状況を見きわめつ

つ、その辺の整理もして、行、財どちらも成り立つようにさせていただくのがいいんではないか

というふうに思っております。 

今現在、それをですね、やっているわけではありません。これから、そういった作業も出てく

るのではないかなというふうに考えているとこでございます。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） これから、第２次行政改革というのがスタートするわけです。その中で、しっか

りと、そのことについても踏み込んで、やはり計画をされるんだろうというふうに思っておりま

す。このことは、この辺でとめ置きたいというふうに思っております。 

それから、町長にお伺いをいたします。いつもこういう計画が出るたびにですね、トップマネ

ジメント、リーダーシップ、このことがよく答申書にも書いてあります。今回の答申書の中にも

「水・緑・空 笑顔かがやくふれあいのまち」の実現に向けて、強いリーダーシップを発揮され

ますよう期待をしますと、こういう答申の記述があります。いろいろと、この議会でも、そうい

う部分について質問や、私も何度か、この場からも質問をさせていただきました。今回、改めて、

こういう記述がある中で、リーダーシップ、あるいはトップマネジメント、このことについて、

どういうお考えなのか、お聞きをします。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 先ほど、今田議員がおっしゃったように、確実に今後、見込める財源というもの

は尐なくなっていきます。それと反比例してやらなければならない、あるいはやろうとする、し

たい、そうしたものはどんどんふえていきます。ですから、その中で本当にしなければ、早急に

しなければならないことと、あったらいいなと思えるようなことは、もうある意味、切らざるを

得ないということになってくるかと思います。そうした意味で、与謝野町の町民の方が笑顔にな

れる、そうした、どうしてもしなければならない安全・安心だとか。あるいは生きがいを持って

暮らせるような、そういうことについては、それはしっかりと担保していく、やっていく。その

ほかのことについては辛抱いただく、また、これから、こうした厳しい状況の中で、全体で絞っ
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ていけるようなことについては、それぞれの個人の方についても、団体の方についても、今まで

が、できたサービスが、そのまま続けられるという、そうしたことにはならないというふうに思

いますけれども、するかしないかという選択もありますし、やろうという中で、半分はやるけど、

あと半分は皆さんで助けてくださいというようなやり方もあるでしょうし、いろんな形があろう

かと思いますけれども、将来にツケを、できるだけ残さないような形で、なおかつ、今、住んで

いる皆さんの、そうした要望が成り立つように、やっていくためには、町もですし、町民の皆さ

んも知恵や、あるいは、その協力、ご支援をいただく中で、お互いに、まさしく町ぐるみで、そ

うした状況を乗り越えていくという覚悟が必要ではないかと思います。そのための覚悟を、私自

身もですけれども、それを皆さんにも訴えて、ともにやはり、そうした覚悟を持って、この困難

なときを乗り越えていく、そうしたことが、ぜひ私からもお願いがしたいというふうに思います。

リーダーシップも、形もいろいろとあると思いますけれども、やはり皆さんも納得した上で、じ

ゃあそっちに向かっていこうという、そうしたことを訴え、そして、それに協力していただける

ように努力する、それも大事なリーダーシップではないかというふうに思っております。 

そうした形で、今後の運営について、行政のかじ取りをさせていただきたいなというふうに思

っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） リーダーシップにも、私は二通りあるんではないかなというふうに思ってます。 

一つは、自分はこう思う、こうしたい、みんな私について来なさいと、こうしてぐいぐい人を

引っ張る、いわゆるぬきんでたといいますか、そういうリーダーシップ、人を引っ張る力がある

リーダーシップ。 

それから、もう一つは、この町でいえば、ここにおられる課長の皆さん、幹部の皆さんと一緒

になって議論して、そこで、いわゆるトップマネジメントですね。その場で町長の発言や、そう

いうことによって、その施策や方向性を決めていくと、こういう、私は二通りのリーダーシップ

というのがあるんだろうというふうに思ってます。 

今の町長の話を聞きますと、どうも後者、みんなと一緒に知恵を出し合いながら、その中で議

論して、よりよい方向を決めていくんだと、こういう手法、こういう形でいくんだということを

答弁されたんだろうと、今、思います。 

内部のことは、私はわかりません。そのまちづくり本部会がある。それは課長さんたちで組織

をされている、もちろん町長も入っておられるんだろうというふうに思いますけれども、その中

で、やっぱり総合計画と予算との関係だとか、スクラップ・アンド・ビルドだとか、いろんな、

いわゆる今、行政に課せられた問題や課題を、そこでお互いに議論し合って、そこで方向性を決

めていく、これが、いわゆる私は、トップマネジメント、今の太田町長に合ったと言うたら失礼

かもわかりません。太田町長のやりやすい、私は一つのリーダーシップではないかなというふう

に思ってます。そういう部分で、どれだけ、そのまちづくり本部会で、いろんなことを議論され

とる、わかりませんけれども、そこでけんけんがくがくの、やっぱり議論が出るほどやる必要が

あるんではないかなというふうに思ってます。そこはいかがですか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） 非常に時間的には短い時間ですけれども、必要に応じて丸一日かかったり、午前
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中だけで終わったりという、いろんなパターンがありますけれども、いろんな問題について、そ

れぞれが発言をして、そして、その中からよりよい方法を見つけていくというような形で今、進

めております。その中では、私が、こうしたいという思いも伝えております。そうしたことにつ

いて、ときには机をたたいて声を荒げることもあって、後でしまったと思うようなこともあるん

ですけれども、やはりみな真剣に、この町がよくなるように、そのためには、こういう方法もあ

る、ああいう方法もあるというふうなことを出し合った中から、最終的にこれでいきましょうと

いうような形で進めております。 

その先には、やはりそれぞれ担当課が、住民の方たちと接する、そういう場面というのは非常

に多いわけですから、そういう団体や、人の思いも、そういうところで出てくることもあります

し、それらに、もう尐し欲を言えば、もっと濃いといいますか、もう尐し突っ込んだ話ができる

ような、ことができればなと思いますけれども、悲しいかなやはり離れてますので、すぐに顔を

合わせてということがなかなかできません。しかし、みんなそういうために努力をして、時間を

つくって、ときには、その担当、あるいは関係する課だけで打ち合わせをしたり、議論をしたり

という、そういう細かいものとあわせて、全体で論じるところというような形で、ずっと今まで

も進めてきましたし、そうした形は大事にしていきたいなというふうに思ってます。 

それと、住民の方たちの接点というのが、町政懇談会等、今のところは、そういう形しかござ

いませんし、今回、議員の方たちも、それぞれの地域を回ってこられましたので、やはりそこか

ら出てきたことなども、我々のほうにもお聞かせいただいて、それらも含んで、よいまちづくり

ができるようなステップにしていきたいなというふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員。 

１ ７ 番（今田博文） それでは次にいきます。総合計画とマニフェストについてお聞きをしたいと思い

ます。今、与謝野町の総合計画、基本構想１０年です。基本計画５年ですね。前期が終わり

２５年度から、いわゆる後期の基本計画に入ります。実施計画、３年でローリング方式でやって

いくんだと、こういう体系の中で、総合計画というのが推進されると、これがうちのパターンで

す。 

そこで、来年、町長選があります。そこで、町長が選挙公約ですね、いわゆるマニフェスト、

私はこうしたいと、この実現のために町長になってやりたいんだという目標なりマニフェストを

掲げられます。その方が当選されました。いわゆる、今、後期計画が、ことしからスタートし途

中になります。そこで町長の、いわゆるマニフェストを、どう総合計画の中に取り込んで整合性

を図っていくかと、このことも私は重要なことではないかなというふうに思っております。 

一つ提案します。今、１０年の基本構想を、いわゆる８年ですね。８年にするんです。前期計

画４年、後期計画４年、実施計画も４年なんです。そして、それは選挙の年に合わせる、スター

トを。そこからスタートして、総合計画を作成すれば、いわゆる町長のマニフェストも総合計画

の中に入ってくる。４年たつ、後期計画ある、町長がかわられるのか、続行されるんか、それは

わかりません。しかし、４年のスパンでいくことによって、町長のマニフェストというのは総合

計画の中に折り込まれていく、整合性が保てると、こういうことになりはしないかというふうに

思うんですが、そこの研究をされたことはありますか。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 
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町  長（太田貴美） 研究というよりも、現実的に一番初めの選挙をやりますときに、政策による、そ

うした選挙がしたいということで、私自身、マニフェストをつくりました。マニフェストに

１０７項目を掲げてやったんですけれども、残念ながらいつも知事選と一緒なんです。上位の選

挙があるときには、自分のマニフェストを出すことができない。その選挙が終わった後にしか出

せないということは、私の場合は、たった１日しか、そのマニフェストを皆さんにお知らせする

ことができない。配ることもできないし、会場に来た方が持って帰る程度しかできないというこ

とで、非常に悲しい思いを、せっかく一生懸命したのに、それを配ることができなかったという

ことで、その後に、それらについて、こういう考え方で選挙をしましたというのを何か後づけみ

たいな格好で出さなきゃならなかったんです。そういうことがありましたので、２期目のときは、

そのマニフェストをもとに、それから、その選挙の後に、この総合計画がつくられました。その

総合計画はつくられたんですけど、私がマニフェストをつくったんは、やはり新町まちづくり計

画をもとに、この中で私が取り組むべき、全体的な総合計画によく似た形になりますので、新し

いまちづくりを始めるのに、太田はどんな考えを持っているのかということをよくわかっていた

だくために、事細かなところまでつくっていったら１０７になったんです。 

こういう方向でということを出させていただいて、その新町まちづくり計画が、その後、この

総合計画ができたわけですけれども、総合計画ができた中で、今度２期目の選挙のときには、そ

の総合計画を、一つの、私は、その基本にして、私なりのそのテーマを設けて、そして、この

４年間で総合計画でも取り組むべき中身の、この４年間で取り組むべき１０の項目を上げて、そ

れを私の公約にいたしました。マニフェストにしました。 

それの取り組みを今やっている最中です。今後、４年ごとという、それは提案ですし、これは

非常に大事なことだと思うんです。今後、総合計画をつくらなくてもいいというような案が出て

きているのも、恐らく、首長になる方の考え方を是か非かということを政策的なことでやってい

くということで、そういう選択もあるのかなと思いますけれども、でも、多くの皆さんの思いを

やはり集めるということは、これは大事なことだと思いますし、そのことと、担当するといいま

すか、その間、担う首長の考えとは全く違うこともあり得るわけですわね。そういうときは、や

はり選挙のときに、そうしたものを掲げて、やっぱりそれは選挙するべきではないかなというふ

うに思います。 

私の場合は、みんなでつくった、その総合計画を大事にする中で、この私の担当する４年間に

取り組むべき中身を上げさせていただきました。その中には加悦中のあれだとか、それから庁舎

の見直しだとか、基本的な大事だと思える１０項目を掲げたわけですけれども、ですから、この

総合計画を今後つくるのか、つくらないのか、また、それはどういう形でやっていくのか、これ

はもう非常に１人の考え方ではなしに、これは大変大事な、総合計画は誰の手にあるのだという

ことを考えると、やはりこれは大事なことではないかなというふうに思います。 

今回、本当に多くの委員の皆さんにお世話になって、この総合計画をつくっていただきました。

そういう意味では、与謝野町の総合計画は住民の皆さんのつくった計画だというふうに思います

し、それは大事にするべきだと思います。それを進めていくための手法として、今、預かってい

る、私が、どういうことをどういう形でしていくのかというのを示すのがマニフェストだという

ふうに思っておりますので、その期間と云々というのは、それも含めて論議をする必要があると
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いうふうに思っております。 

議  長（赤松孝一） 今田議員、残り１分です。 

１ ７ 番（今田博文） 私が申し上げたかったのは、いわゆる総合計画でピチッと計画を立てた中に、途

中、町長のマニフェストが入って、これをやれ、あれをやれということでは整合性が保てないん

ではないかと、そこをピチッと整理するには４年ごとの、いわゆる計画の中でやっていったらす

っきりするんではないかということを申し上げたんです。 

最後にもう一つ、まちづくり基本条例、これをやっていきたいというふうな、いわゆるパート

ナーシップで取り組むプログラムの中にもあります。これを見せていただきますと自助、共助、

商助、公助、協働の役割だとあるんですが、まちづくり基本条例というのは、いわゆる総合計画

であったり、行革であったり、そういういわゆる計画の一段上にあるもんではないかなというふ

うに思うんですが、そこをちょっと教えてください。 

議  長（赤松孝一） 太田町長。 

町  長（太田貴美） そういうふうに理解したらいいと思いますけれども、ですから、この基本条例と

いうのは、非常に難しいなというふうに思っております。やはり行政を運営していく上での、そ

うした決まり事をつくっていくということだというふうに思いますし、それらをつくるには、非

常に法律的なといいますか、総合計画は憲法だと言っておりますけども、それはある程度、教科

書的なもので、その上に、やはり基本的に変わらない、いつの時代も変わらない、そうした理念

や手法や運営のことを決めるものですので、非常に難しいなというふうに思います。そういう意

味では、今回つくられた中小企業振興基本条例、全町民の行政を進めていく上での、一つの手法

を、その商助という中で示しておりますので、それには、もう公助も自助も共助も入ってますの

で、ある意味、これは全体のまちづくりを進めていくための手法として、非常に有効な条例では

ないかなというふうに思っております。 

それらは、つくるかつくらないか、また、どういう形でやっていくかというのは、これはやは

り相当勉強といいますか、その議論というより、勉強が必要ではないかなというふうに思います。

京都府のそれをつくらせていただいたときに、私も委員として出させていただいておりましたけ

れども、非常に難しいというふうに感じました。 

１ ７ 番（今田博文） はい、終わります。 

議  長（赤松孝一） 皆さんお諮りします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（赤松孝一） ご異議なしと認めます。 

本日はこれにて延会することに決定しました。 

この続きは、明日、午前９時３０分から開議しますので、ご参集ください。 

（延会 午後 ４時５２分） 


